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マニュアルの表記法

表記規則

書体 / 記号 説明 例

• 項目または用語の リ ス ト を表し
ます。

• Bullet A

• Bullet B

• Bullet C

1.

2.

3.

操作を実行するための一連の手
順を表します。

ドアを開くには、次の手順を実行
します。

1. 鍵を鍵穴に差し込むこ と に
よってドアのロッ クを解除し
ます。

2. 鍵を左回りに回します。

3. 鍵を鍵穴から引き抜きます。

4. ドアのノブを握り、 右回りに
回して手前に引きます。

→ 操作を実行するための一連のメ
ニュー ・ コマンド と GUI のボタ

ンを表します。

[ ファイル ] → [ 開く ]

Courier コマン ド、 パラ メータ、 変数を
表します。

HAPPY BIRTHDAY

[ＭＳ  Ｐ 明朝  Bold] GUI のメニュー ・ コマンド、 ダ

イアログボッ ク ス、 ボタンを表
します。

[ ファイル ]

New Century Schoolbook
Italics

数式の中の変数を表します。 x + y = 1

注記 : 
重要な追加情報を表します。

注記 :  実験の実行中は必ず頻

繁に保存をしてください。
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8 Standard Floating License Manager

1.1  SFLM の概要
この章では、 ライセンス管理ソフ ト ウェアである Standard Floating License Manager （SFLM）

の概要について説明します。 「1.2  SFLM8.2 の新機能」 では、 SFLM の機能について紹介しま

す。また、SFLM を初めて使用するユーザを対象に、基本的なインス トールおよび作業フロー

などの操作について簡単に説明します。 なお、 第 2 章および第 3 章では、 実際に目にする画

面の例を使用しながら、 初回インス トール作業についてさらに詳し く説明します。

1.1.1  インストール手順

注記 : VPN 接続およびファイアウォールについては、 「第 9 章  VPN とファイアウォール」 を参照してください。

手順 概要 詳細

ソ フ ト ウ ェアをインス ト ール
する

「1.3  ソフ ト ウェアのインス トール」

SFLM ライセンス ・ サーバを登

録する

「1.4.1  ライセンス ・ サーバの

登録」

「第 2 章  SFLM のインス トール

と  ライセンス ・ サーバの登録」

ライセンス ・ ファイルをインス
トールする

「1.4.2  ラ イセンスのイ ンス

トール」

「第 3 章  ラ イセンスのインス

トール」

インス トール・ディレク ト リ用
にデフ ォル ト のラ イセンス ・
サーバを設定する

sflm_access を実行 「第4章  SFLM Accessによる  ラ
イセンス ・ サーバの指定」

ユーザ環境をセッ ト ア ップす
る

/<installdir>/bin をユー

ザ・パスに追加 （UNIX のみ）

「第 5 章  ユーザ環境の設定」

環境をテス トする 「5.5  ユーザ環境のテス ト 」
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1.2  SFLM8.2 の新機能
時間トークンがサポート されました。 この時間トークンは、 製品を時間単位で使用する場合
に有用です。 たとえば、 SMARTSPICE を実行する場合、 通常、 6 トークンが必要となり ます。

12 トークン時間のよ うな購入形態が可能になり ました。 これによ り、 SMARTSPICE を 2 時間

実行できます。 フル ・ ライセンスを購入する必要がなく、 小規模プロジェク ト をわずかな費
用で実行する という柔軟な対応が可能です。 デイ リー ・ トークンのよ うにライセンスの使用
日を指定する必要はあり ません。 たとえば、 1 日目は 10 分間使用し、 2 日目は使用しない場

合、 3 日目は残りの 1 時間 50 分間使用できます。

1.2.1  SFLM8 の新機能

• Real-Time Remix ライセンスのサポート。 SFLM8 は、 トークン ・ ライセンスをサポートす

る最初のバージ ョ ンです。 Real-Time Remix はトークン ・ ライセンス ・ベースのシステム

です。 トークン ・ ライセンスが含まれたライセンス ・ ファイル （format 8 のライセンス ・

ファイル） を旧バージ ョ ンの SFLM サーバで使用するこ とはできません。

• デイ リー ・ トークンの有効待ちライセンスを有効化する機能を追加しました。

• 1 台のライセンス ・ サーバで複数の USB HASP キーを使用するこ とができます。 これに

よ り、 一部のライセンスをラ ップ ト ップやホーム ・ コンピュータに転送し、 後でそれら
を中央サーバにまとめるこ とができます。 この機能は、 Linux 64 ビッ トおよび Windows
プラ ッ ト フォームでのみサポート されています。 Linux 32 ビッ ト ・ プラ ッ ト フォームで

は、 引き続き単一の USB HASP キーのみがサポート されています。

• ライセンスの使用状況のログをタブ区切り （TSV） ファ イルに出力できます。 製品ごと、

またはユーザごとのログを保存できます。ライセンスのチェッ クアウ ト / チェッ クインの

完全なログも保存できます。

1.2.2  SFLM7 の機能

SFLM ７は、SFLM 6 のパフォーマンスの向上が向上し、問題点が修正されたバージ ョ ンです。

1.2.3  SFLM6 の機能

• Web ベースのフロン トエンドを採用しており、 Firefox 3 以上や Internet Explorer 6 を使用

して操作できます。

• ライセンス ・ ファイルはホス トに関連付けられます。 Windows または RedHat Linux シス

テムの場合、 ライセンス ・ ファイルはホス トの代わりに HASP セキュ リティ ・ キーに関

連付けるこ とができます。Linux では、USB HASP キーがサポート されています。Windows
では、 USB およびパラレル HASP キーがサポート されています。

• ラ イセンス ・ ファ イルは、 ライセンス ・ サーバ ・ マシンから収集した情報 （マシン証明
書） と関連付けられます。 この情報は、 ライセンス ・ サーバの登録作業によって SFLM
データベースに送信され、 これを元にライセンス ・ ファイルが生成されます。

• 複数のサーバで構成される リダンダン ト ・ システムがサポート されています。

• 1 つのネッ ト ワーク上に複数のライセンス ・サーバが共存可能であり、アプリケーシ ョ ン

は複数のライセンス ・ サーバを検索してライセンスを取得するこ とができます。
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1.3  ソフトウェアのインストール
本項では、インス トール手順を説明します。インス トール手順は、ダウンロード したパッケー
ジからのソフ ト ウェアの展開、 SFLM ライセンス ・サーバのサービスと してのインス トール、

およびサーバの起動の 3 つの段階から成り ます。このマニュアルでは、これ以降、インス トー

ル・ディ レク ト リ を <installdir> と記載します。 ソフ ト ウェアは、 インターネッ トからの

ダウンロード、 または CD-ROM で配布されます。同一のディレク ト リに、複数の異なるバー

ジ ョ ンのソフ ト ウェアをインス トールするこ とができます。

1.3.1  Windows で 「Baseline」 版パッケージ (*.exe) をインストールする場合

この場合のパッケージは、 Install Shield 形式の自己解凍アーカイブ・ ファイルです。 このプロ

グラムを管理者ユーザと して実行し、表示される指示に従って作業を進めます。ライセンス ・
サーバをインス トールする場合は、 こ こで [Licensing] を選択します。 その他の場合は、 イ

ンス トールを行うパッケージのみを選択します。

1.3.2  Unix (Solaris および RedHat Linux) で 「Baseline」 版パッケージ
(*.tar.gz) をインストールする場合

この場合のパッケージは tar/gzip形式です。まず、root でログインします。次に、<installdir>

ディレク ト リ （例 ： /opt/sedatools） を作成します。 すでにソフ ト ウェアがインス トール

されている場合は、 以前と同じディレク ト リ を使用し、 そのディレク ト リに cd コマンドで

移動します。 tarおよび unzip コマンドを使用してファイルを展開します。 最後に、 サービ

スと してインス トールし、 サーバを起動します。 たとえば、 次のよ うに入力します。

  su root

  mkdir /opt/sedatools

  cd /opt/sedatools

  gunzip < '/tmp/x.tar.gz' | tar -xf -

  /opt/sedatools/bin/sflm -install

1.3.3  Windows で 「Update」 版パッケージ (*.ssu) をインストールする場合

既存のソフ ト ウェア ・ インス トール ・ フォルダに書き込み権限を持つユーザと してログイン
しているこ とを確認してから作業を行ってください。

1. 既存のインス トール領域をバッ クアップします。 インス トール ・ フォルダをその中身ご
とアーカイブ (zip、 rar など ) するだけで十分です。

2. インス トール ・ フォルダから SMAN (Silvaco Management Console) ツールを起動します。

3. メニューバーから [ ツール ] → [ アップデート版の追加と管理 ] を選択します。

4. [ 参照 ] ボタンをク リ ッ ク し、 .ssu ファイルを選択します。

5. [ インス トール ] ボタンをク リ ッ ク します。

6. ライセンス ・ サーバの管理者ユーザと して、 [ スタート ] メニュー→ [ ファイル名を指定

して実行 ] ボタンを選択してください。

7. 開いたダイアログの入力フ ィールドに、 新バージ ョ ンを既存のバージ ョ ンのサービス と
置き換えるコマンドを入力します。 インス トール ・ フォルダによって異なり ますが、 た
とえば、 次のよ うなコマンド となり ます。
"C:\sedatools\exe\sflm -deinstall -install -start"
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1.3.4  Unix (Solaris および RedHat Linux) で 「Update」 版パッケージ
(*.tar.gz) をインストールする場合

既存のソフ ト ウェア ・ インス トール ・ディ レク ト リに書き込み権限を持つユーザと してログ
インしているこ とを確認してから作業を行ってください。

1. 既存のインス トール領域をバッ クアップします。 ソフ ト ウェアを含むディ レク ト リ全体
を tar コマンドでアーカイブするだけで十分です。

2. SMAN (Silvaco Management Console) ツールをインス トール ・ディレク ト リから起動する

か、 直接起動します ( 例 : "/opt/sedatools/bin/sman")。

3. メニューバーから [ ツール ] → [ アップデート版の追加と管理 ] を選択します。

4. [ 参照 ] ボタンをク リ ッ ク し、 .ssu ファイルを選択します。

5. [ インス トール ] ボタンをク リ ッ ク します。

6. ライセンス ・ サーバの root ユーザと して、 サーバをサービスと してインス トールし、 起

動します。 インス トール ・ディ レク ト リによって異なり ますが、 たとえば、 次のよ うな
コマンド となり ます。

"/opt/sedatools/bin/sflm -install"
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1.4  ライセンス ・サーバの構成

1.4.1  ライセンス ・サーバの登録

ソフ ト ウェアのインス トールが完了したら、 ライセンス ・ サーバの登録およびアクティブ化
を行います。 これは、 ライセンス ・ サーバと して使用するマシンの固有情報を生成し、 その
情報を SFLM データベースに登録する作業です （詳細については、 「第 2 章  SFLM のインス

トールと  ライセンス ・ サーバの登録」 を参照してください）。

図 1-1 はライセンス ・ サーバ登録作業のフローチャートです。 SFLM ライセンス管理用 Web
インタフェース （以降 「Web インタフェース」） を Web ブラウザで起動し、 パスワードを入

力する と、 [ ライセンス ・ サーバの登録 ] ページが表示されます。 登録方法 （[ オンライン登

録 ]/[ オフライン登録 ]） を選択後、マシンに関する情報 （例： コンピュータ名、ホス ト ID） が

自動的に収集されます。 オンライン登録を選択した場合、 この収集された情報は、 ユーザ名やコ
ンタクト情報とともにインターネット経由でライセンス・データベースに送信されます。 オフライン登録
を選択した場合は、 E メールなどを利用してシルバコ ・ジャパン （jplicense@silvaco.com） に送付

します。 つま り、 ライセンス ・ サーバの登録とは、 ライセンス ・ サーバ固有のマシン ID を

SFLM データベースに登録するための作業です。 登録が完了した時点で、 ライセンスがマシ

ン ID に割り当てられます。

注記 : 自動登録を行う場合はインターネットに接続可能な環境が必要です。 インターネットに接続可能な環境
とは、 Web ページをブラウザで表示できる環境を指します。 正確なコンテンツに関するものではありま

せん。

図 1-1  SFLM ライセンス ・サーバ登録作業のフローチャート

mailto:jplicense@silvaco.com
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1.4.2  ライセンスのインストール

すべての情報登録が完了する と、 ライセンス ・ ファイルが生成され、 ユーザが指定したマシ
ンに割り当てられます。 後日ライセンス ・ ファ イルの準備が完了した旨を知らせる通知が届
いたら、 ライセンス ・ ファイルのインス トールが可能になり ます。 図 1-2 はライセンスのイ

ンス トール作業のフローチャートです。

ライセンス ・ ファイルは自動更新またはローカル ・ インス トールのいずれかの方法でインス
トールできます。 [ 自動更新 ] によるインス トールを選択すると、 SFLM サーバと SFLM ライ

センス ・データベースがオンライン接続され、 ライセンス ・ ファ イルをインターネッ ト経由
で受け取るこ とができます。 このライセンス ・ ファイルは自動的にユーザのローカル ・ マシ
ンに保存され、 この時点でインス トール作業が完了します。

注記 : 自動更新を行う場合はインターネットに接続可能な環境が必要です。 インターネットに接続可能な環境
とは、 Web ページをブラウザで表示できる環境を指します。 正確なコンテンツに関するものではありま

せん。

ラ イセンス ・ ファ イルをローカル ・ インス トールする場合は、 シルバコ ・ ジャパンよ り、 E
メールやフロッピーディ スクなどでライセンス ・ ファ イルが送付されます。 受け取ったライ
センス ・ ファイルは手動でローカル ・ マシンに保存し、 Web インタフェースで保存場所を指

定して、 ファイルを読み込みます。

図 1-2  SFLM ライセンス ・ ファイルのインストール作業のフローチャート

SFLM ライセンス ・ サーバは、 この時点でアプリケーシ ョ ンに対してライセンスを発行でき

る状態になり ます。

1.4.3  ローカルでのライセンス ・サーバの設定

SFLM Access を実行し、 ライセンス ・サーバを指定します。詳細については、 「第 4 章  SFLM
Access による  ライセンス ・ サーバの指定」 を参照してください。
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1.5  ソフトウェアの起動
アプリケーシ ョ ンを実行するには、 次の 2 つの操作が必要です。

• ライセンス ・ サーバの指定

• 実行するアプリケーシ ョ ンの指定

1.5.1  ライセンス ・サーバの指定

ライセンス ・ サーバを指定するには、 2 通りの方法があり ます。 1 つは SFLM Access を使用

してライセンス ・ サーバのリ ス ト を指定する方法で、 SFLM Access プログラムと同じ場所に

インス トールされているアプリ ケーシ ョ ンを使って、 使用するライセンス ・ サーバのデフォ
ルトのリ ス ト を設定します。 通常、 ソフ ト ウェアのインス トールを行うユーザがこの作業を
実行します。 これは、 他のユーザはコンフ ィギュレーシ ョ ン ・ ファ イルへの書き込み権限を
持っていない可能性があるためです。 詳細については、 「4.2  [SFLM License Access 設定ウ ィ

ザード ] の起動」 を参照してください。 も う 1 つの方法は、 環境変数 SFLM_SERVERS を設定

する方法です （「5.2.2  環境変数 SFLM_SERVERS の設定手順」）。

1.5.2  アプリケーションのパス指定

Windows では、 通常、 パスの指定は不要です。 デス ク ト ップ上の [S.EDA Tools] （または

[Silvaco]） シ ョート カッ ト ・ フォルダを開いてアプリ ケーシ ョ ンのアイコンをダブルク リ ッ

クする と、 アプリケーシ ョ ンが起動します。

UNIX (Solaris および RedHat Linux) では、 各ユーザが /<installdir>/bin をパスに追加す

る必要があり ます。 詳細については、 「第 5 章  ユーザ環境の設定」 を参照してください。
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2.1  概要
本章では、 SFLM ソフ ト ウェアのインス トール方法および Web ブラウザを使用して、 ライセ

ンス ・ サーバを登録する方法について説明します。 SFLM サーバの新規ユーザは、 必ずこの

作業を実行してください。 図 2-1 は SFLM の登録プロセスのフローです。

図 2-1  SFLM 登録フロー
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最初に SFLM ソフ ト ウェアのインス トール作業を実行します。シルバコ・ジャパンよ り SFLM
ソフ ト ウェアを入手し、 これをマシンに解凍してインス トールします。 ソフ ト ウェアの解凍
マニュアルはソフ ト ウェアと一緒に配布されます。 ソフ ト ウェアの解凍が完了したら、 ライ
センス ・ サーバと して使用するマシンに SFLM をインス トールします。 SFLM サーバ ・ ソフ

ト ウェアはすべての標準リ リース ・ パッケージに含まれています。 インス トールが完了した
ら、 ライセンス ・ サーバで SFLM を起動します。

UNIX （Solaris および Linux RedHat） の場合は、 コマンド ラインを使用して SFLM をインス

トールします。 まず、 ルート権限でマシンにログインし、 次のコマンドを実行します。

/<installdir>/bin/sflm -install

<installdir>には、 ソフ ト ウェアを解凍したインス トール ・ディ レク ト リの名前を入力し

てください。

RedHat Linux でパラレル HASP 4 キーを使用している場合は、 次のコマンドを実行します。

/<installdir>/bin/sflm -install -hasp

USB HASP キーの場合は、 -haspのオプシ ョ ンは不要です。

Windows では InstallShield によってインス トールが実行されますが、管理者権限でログインし

ておく必要があり ます。

注記 : sflmコマンドを実行するにはルート権限が必要です。一度 sflm -installコマンドを実行すると、

マシンをブートする際にサーバが自動的に起動します。その他の登録作業については、一般のユーザ・
アカウントで実行することができます。

いずれの OS でも、 インス トール作業中に新しいパスワードの設定を求める メ ッセージが表

示されます。 SFLM Web インタフェースには、 ライセンス ・ サーバの動作に影響するページ

が含まれており、 ライセンス ・ サーバの動作に影響するページにアクセスする際は、 この時
に設定するパスワード （SFLM 管理者パスワード） を入力する必要があ り ます。 なお、 [ レ

ポート ] ページなど、 サーバの動作に影響のないページへのアクセスについては、 パスワー

ドは不要です。

注記 : SFLM 管理者パスワードは一部の SFLM ページの保護のみを目的としたもので、 既存のシステム・パ

スワードとは異なります。

インス トールが完了したら、 Web ブラウザ （Firefox3 以上または Internet Explorer） を起動し、

アドレス ・ バーに次の URL を入力して、 Web インタフェースを開きます。

http://<server-name>:3162

上記アドレスの <server-name> には、 sflm -install （または InstallShield） を実行した

コンピュータのホス ト名 （またはマシン名） を入力してください。 現在使用しているマシン
の名前が不明の場合は、 <server-name> に 「127.0.0.1」 を入力してください （http://

127.0.0.1:3162）。

図 2-2  URL 入力例
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注記 : Web ブラウザを使用する作業を行う際は、 ライセンス ・サーバ・マシンを使用する必要はありません。

sflm -installの実行後は、 他のマシンを使って作業することが可能です。 ただし、 前述の URL
の <server-name> には、 sflm -install を実行したライセンス ・サーバ ・マシンの名前また

は IP アドレスを必ず入力してください。

Web インタフェースが開く と、 図 2-3 のよ うなパスワード入力ページが表示されます。 この

ページからライセンス ・ サーバの登録作業を開始します。

Web インタフェースのページ右上の [ ヘルプ ] をク リ ッ クする と、 表示中のページに関連す

るヘルプを閲覧するこ とができます。

注記 : Silvaco 製品をすでに使用している場合は、 既存の SFLM4 のインストール・ディレクトリに SFLM ソフ

トウェアが解凍されます。

図 2-3  パスワード入力ページ

ソフ ト ウェアの初回インス トール時に設定した SFLM の管理者パスワードを入力し、[ ログイ

ン ] をク リ ッ クします。 ログインが成功し、 [ ライセンス ・サーバの登録 ] ページ （図 2-4） が

表示されたら、 ライセンス ・サーバの登録方法と して [ オンライン登録 ] または [ オフライン

登録 ] のいずれかを選択します。 インターネッ ト接続が可能な環境下では [ オンライン登録 ]
を推奨します。 [ オフライン登録 ] は、 インターネッ ト接続できないマシンを使用している場

合にのみ選択してください。

注記 : Web ブラウザでインターネットに接続可能なマシンであれば、 オンライン登録を行うことができます。

SFLM をインストールしたライセンス ・サーバ ・マシンを使用する必要はありません。

注記 : インターネットに直接アクセスする必要はありません。 プロキシ構成が正しく設定されているかぎり、 ファ
イアウォールを経由しても問題ありません。
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図 2-4  [ ライセンス ・サーバの登録 ] ページ
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2.2  [ オンライン登録 ]
[ オンライン登録 ] を選択する と、 [Register Online] ページ （図 2-5） が表示されます。 この

ページでは、 まず [Email Address] （E メール・アドレス）、 [Company] （法人名）、 [Telephone]
（電話番号）、 [Contact Name] （担当者名） の 4 つのフィールドに各情報を入力します。 これ

らはすべて入力必須項目です。 次に、 ページ下部の [Software vendor] （ソフ ト ウェア ・ベン

ダ） のプルダウンメニューで、 [Silvaco] を選択します。

この時点で、 SFLM サーバによ り、 サーバ ・ マシンの識別情報をまとめたマシン証明書がす

でに生成されています。 [Next] をク リ ッ クする と、 すべての識別情報がインターネッ ト経由

で自動的に送信され、 集中管理用の SFLM データベースに記録されます。 こ こで送信された

情報は、 ライセンス ・ ファイルを発行し、 正確な E メール ・ アドレス宛に送付する目的にの

み使用されます。 すべての情報は厳重に保護されます。

注記 : [ オンライン登録 ] を行う場合は、 Web ブラウザでインターネット接続が可能な環境が必要です。

図 2-5  [Register Online] ページ

このページでの処理が正常に完了する と、 ライセンス ・ サーバのアクティブ化ページ （図 2-
6） が開き、 "Your details have been recorded, click next to activate your server." という メ ッセージ

が表示されます。 このページで [Next] をク リ ッ クする と、 ラ イセンス ・ サーバのアクティ

ブ化が正常に完了したこ とを示す登録完了ページ （図 2-7） が表示されます。登録完了のペー

ジではサーバのコード名が表示されます （図 2-7 の例 ： [0SSMID00009009]）。 このコード名

は、 サーバ ・ マシンのホス ト ID と同じもので、 ライセンス ・ ファイルに記述されます。
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図 2-6  ライセンス ・サーバのアクティブ化ページ

この時点では登録作業は完了していません。 [Next] をク リ ッ クする と、 ライセンス ・ サーバ

にアクティベーシ ョ ン ・ コードが自動送信され、 ライセンス ・ サーバのアクティブ化が実行
されます。

図 2-7  登録完了ページ
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登録完了ページが表示された時点で登録作業が完了します。 [OK] をク リ ッ クする と、 Web
インタフェースのホーム （図 2-8） が表示されます。登録が完了する と、 Web インタフェース

下部に [ マシン ID] （図 2-8 の例 ： [0SSMID00009009]） が表示されます。 この ID 番号を、 E
メールでシルバコ ・ ジャパンのライセンス担当宛 （jplicense@silvaco.com） に送付してくださ

い （後日、 ライセンス ・ ファ イルの準備が整い次第、 シルバコ ・ ジャパンよ り通知が届きま
す）。 Web インタフェースはここでいったん終了します。

図 2-8  Web インタフェースのホーム

mailto:jplicense@silvaco.com
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2.3  [ オフライン登録 ]
[ オフライン登録 ] は、 ライセンス ・ サーバを含むネッ ト ワーク上のどのマシンからもイン

ターネッ ト接続できない場合を想定した登録方法です。[ オフライン登録 ] を選択する と、[ オ
フライン登録 ] ページが表示されます （図 2-9）。

図 2-9  [ オフライン登録 ] ページ

[ オフラ イン登録 ] を選択した場合、 [ オフラ イン登録 ] ページに表示される [Machine
Credentials] （マシン証明書） 、 [MachineID] （マシン ID） 、 および [MachineKey] （マシン ・

キー） の情報をコピーして、 シルバコ ・ ジャパンに送付する必要があり ます。 情報の送付に
は、 E メール、 フロ ッ ピーディ ス クなどを利用して ください （E メールで送付の場合は、

jplicense@silvaco.com に送付してください）。

図 2-9 の例では、 次の部分をコピーして送付します。

mailto:jplicense@silvaco.com
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[ 次へ ] をク リ ッ クする と、 コード名およびアクティベーシ ョ ン ・ コードを入力する SFLM
サーバのアクティブ化 （オフライン） ページ （図 2-10） が表示されますが、 この時点ではコー

ドが未発行であるため入力はできません。 コード名およびアクティベーシ ョ ン ・ コードは、
シルバコ ・ ジャパンによ り前述の登録情報を元に発行され、 後日ユーザに返送されます。 シ
ルバコ ・ ジャパンよ り この情報を受け取ったら、 再度 [ オフライン登録 ] の SFLM サーバの

アクティブ化 （オフライン） ページを開き、 [ コード名 ] および [ アクティベーショ ン ・ コー

ド ] フ ィールドに各情報を入力します。

SFLM サーバのアクティブ化 （オフライン） ページを再度開くには、 Web インタフェース

（http://<server-name>:3162） を開き、 [ 管理 ] → [ ライセンス ・サーバの再登録 ] → [ オ
フライン登録 ] → [ 次へ ] を順にク リ ッ ク します。

[ コード名 ] と [ アクティベーショ ン ・ コード ] を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ クする と、 ライセ

ンス ・サーバのアクティブ化が正常に完了したこ とを示す登録完了ページ （図 2-7） が表示さ

れます。 [OK] をク リ ッ クする と、 SFLM ライセンス ・ サーバの登録作業が完了し、 SFLM に

ライセンス ・ ファイルをインス トールする準備が整います。

なお、 マシン証明書の送付後に返送される情報は次のよ うな内容です。

Machine Credentials are:

0ID0_x5aHECTa9n/5Cze35AViGQ4Hs5biGmqulW/DPT61tkLpUkUD81UTMvdIfLklVsSKlYHiSlBR

Hq7iabGAaMq0rV2K+UUUr+dcGY75WX9rb33tykhcPcNO1ZQHT4WBMEKO0VO2S3cgrS22RWOu/nWN

9mUM24uPMu1tX7JXgnJ9vjfMK2iQY/chkoNMvw4cBk3GfuXlQ+ujsexuStyduM0a1ZbmeNaDIjl0

K2/2nQJZ8ajBcV6yL63aEBwgrgGNJjPLI4VeNURwe+BZInk6msaHTOpr4G1Wo3/pSePnTl2XEne7

ZCMB7wjGhPUfQKGGC1Ab9Sl+DOikgmKHk3OQUYs1JJLIsC1Re9moJbLRzgawSuIzShock4ZYwfS8

QNMLZs3QSGoEBPgF9V/A2QYrUPpIKYlKtbVWyY5GCmxXuWpCsWyEpF9jpMHDZOy0KALhe/iKQELj

NFQtIUQVFMCDCMW9ymum3DRdxD1ugsq04qO/Id1eomOyamcq/T0XJDFbEAocpC8pAqqIjijUtcZw

sCN6g/tyR4llDgbs61pdrNCxG3ThTKOGKHIWv4XYxDzE/4wjb1U3ps1Pd81G1Sl/tukf4kYsNzxw

ALztA1RUxHsCxaLOZ+CoScdhTmsolp2xmrgRoY661vr9fJ47SHhxq69tt3uLGyw8pNPc+rTt1ao2

r9e/rrbZNaomoGiO658ZhFBSFtC9I1eeHx9KA3NjB70y3w==

MachineID        mrtall-8327948c-f832f653

MachineKey       E3SX P9AD 4GJ0 GS7G 7VN1 2FYC

CodeName         0SSMID00009009

ActivationCode   1234 ABCD 5678 EFGH

MachineID        mrtall-8327948c-f832f653

MachineKey       E3SX P9AD 4GJ0 GS7G 7VN1 2FYC
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図 2-10  SFLM サーバのアクティブ化 （オフライン） ページ

図 2-11  登録完了ページ
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登録完了ページが表示された時点で登録作業が完了します。 [OK] をク リ ッ クする と、 Web
インタフェースのホーム （図 2-12） が表示されます。

図 2-12  Web インタフェースのホーム
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3.1  概要
ライセンス ・ サーバの登録が正常に完了する と、 シルバコ ・ ジャパンよ り ライセンス ・ ファ
イルの準備が完了した旨を知らせる通知が届きます。図 3-1 は SFLM ライセンスのインス トー

ル ・ プロセスのフローです。

図 3-1  SFLM ライセンスのインストール ・ フロー

ライセンス ・ ファイルは、 [ 自動更新 ] 機能でダウンロード して取得、 またはシルバコ ・ ジャ

パンよ り E メールで受け取るこ とができます。 どちらの場合でも、 Web インタフェースを使

用してインス トールを行います。 まず、 Web ブラウザを開き、 次の URL を入力します。

http://<server-name>:3162
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Web インタフェースのホーム （図 2-8） が表示されたら、[ 管理機能 ] → [ ライセンスのインス

トール ] をク リ ッ ク し、 [ ライセンスのインス トール ] ページ （図 3-2） を表示します。 この

ページでは、 インス トール方法と して [ 自動更新 ] または [ ローカル・ インス トール ] を選択

します。

図 3-2  [ ライセンスのインストール ] ページ
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3.2  [ 自動更新 ]
[ 自動更新 ] を選択する と、 ライセンス ・ ファイルをインターネッ ト経由で直接ダウンロード

するこ とができます。 この機能を実行するには、 まず [ 自動更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[New license - Automatic Update] ページ （図 3-3） が表示されます。 表示されたライセンス ・

ファイルを確認して [Next] をク リ ッ クする と、 自動更新の完了ページ （図 3-4） が表示され

ます。 この作業が完了する と、 ライセンス ・ サーバによるライセンスの割り当てが可能にな
り ます。 Web インタフェースのホーム （図 2-8） に戻り、 [ 有効ライセンスの表示 ] をク リ ッ

クする と、 使用可能な全ライセンスのリ ス ト を閲覧するこ とができます。

注記 : [ 自動更新 ] を行う場合は、 Web ブラウザでインターネット接続が可能な環境が必要です。

図 3-3  [New license - Automatic Update] ページ
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図 3-4  自動更新の実行完了ページ
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3.3  [ ローカル ・ インストール ]
ライセンス ・ サーバを [ オフライン登録 ] した場合は、 [ ローカル ・ インス トール ] を選択し

ます。[ オフライン登録 ] を行う と、通常、E メールやフロッピーディ スクなどでライセンス ・

ファ イルを受け取り ます。 ライセンス ・ ファ イルを受け取ったら、 まずハードディ スクに保
存します。 次に、 [ ローカル ・ インス トール ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ ローカル ・ インス

トール ] ページ （図 3-5） が開いたら、 [ ライセンス ・ ファイル ] フ ィールドにライセンス ・

ファイルのパスを直接入力するか、 または [ 参照 ] をク リ ッ ク してライセンス ・ ファイルの

保存場所を指定します。

図 3-5  [ ローカル ・ インストール ] ページ
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ライセンス ・ ファイルの指定後、 [ 次へ ] をク リ ッ クする と、 ライセンス ・ ファイルが読み込

まれます。 ライセンス ・ ファイルが有効であれば、 図 3-6 の確認ページが表示されます。 ラ

イセンス ・ ファイルが無効の場合は、 エラーメ ッセージが表示されます。

図 3-6  ローカル ・ インストールの実行完了ページ

この作業が完了する と、 ライセンス ・サーバによるライセンスの割り当てが可能になり ます。
Web インタフェースのホーム （図 2-8） に戻り、 [ 有効ライセンス情報 ] をク リ ッ クする と、使

用可能な全ライセンスのリ ス ト を閲覧するこ とができます。
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4.1  概要 第 4 章  SFLM Access による ライセンス ・サーバの指定

4.1  概要
使用するライセンス ・ サーバを指定する方法は 2 通りあり ます。 1 つは SFLM Access を使用

してライセンス ・ サーバのリ ス ト を指定する方法で、 SFLM Access プログラムと同じ場所に

インス トールされているアプリ ケーシ ョ ンを使って、 使用するライセンス ・ サーバのデフォ
ルトのリ ス ト を設定します。 通常、 この作業は、 ソフ ト ウェアのインス トールを行うユーザ
が実行します。 これは、 他のユーザはコンフ ィギュレーシ ョ ン ・ ファ イルへの書き込み権限
を持っていない可能性があるためです。

も う 1 つは環境変数 SFLM_SERVERS を設定する方法です。詳細については、 「5.2.2  環境変数

SFLM_SERVERS の設定手順」 を参照してください。

4.1.1  SFLM Access の起動

Windows の場合は、 デスク ト ップ上の [S.EDA Tools] （または [Silvaco]） シ ョート カッ ト ・

フォルダを開き、 [SFLM Access] をダブルク リ ッ ク します。

UNIX （Solaris および Linux） の場合は、 次のコマンドを実行します。

/<installdir>/bin/sflm_access

図 4-1  [SFLM ライセンス ・サーバ ] 画面 （SFLM Access の起動画面）

SFLM Access を起動すると、 [SFLM ライセンス ・ サーバ ] 画面が開き、 現在使用可能なライ

センス ・ サーバのリ ス トが表示されます。
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4.2  [SFLM License Access 設定ウィザード ] の起動
[SFLM License Access 設定ウ ィザード ] を起動するには、 [SFLM ライセンス ・ サーバ ] 画面

（図 4-1） で [ 設定 ] をク リ ッ ク します。 [ 設定 ] がグレイアウ ト されており、 [SFLM ライセン

ス ・ サーバ ・ リ ス ト ] に正しいサーバが表示されていない場合は、 管理者権限 （UNIX では

ルート権限） で再ログイン、 または /<installdir>/bin/sflm_access.cf に書き込み権

限を持つユーザと して再ログインしてください。 このファイルは手入力で編集せずに、 必ず
SFLM Access を使用して編集してください。

[ 設定 ] をク リ ッ クする と、 ウ ィザードが起動し、 [SFLM License Access 設定ウ ィザード ] ダ
イアログが表示されます （図 4-2）。

図 4-2  [SFLM License Access 設定ウィザード ] ダイアログ

[ 進む ] をク リ ッ クし、 次の手順に進みます。
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4.3  設定オプションの選択
[ スタート ] ページが表示されたら、設定オプシ ョ ンを選択します。 このダイアログ ・ページ

には 4 つのオプシ ョ ンが表示されますが、 複数のオプシ ョ ンを同時に選択して実行するこ と

はできません。 複数のオプシ ョ ンを実行する場合は、 1 つを完了またはキャンセルしてから、

次を選択し実行してください。

1. [ サーバを追加 ]：サーバをサーバ・ リ ス トに追加してライセンスを確認します。詳細につ

いては、 39 ページの 「4.4.1 [ サーバを追加 ] － [ ノーマル ]」 を参照してください。

2. [ 既存サーバの順序を設定 ]： ライセンス取得を試行するサーバの順序を変更します。リ ス

トの一番上にあるサーバがライセンスの付与を行います。 その際、 すべてのサーバがラ
イセンス取得のため検出されます。

3. [既存サーバを変更]： 既存サーバの名前やその他の情報を変更するこ とができます。また、

リダンダン ト ・ サーバ ・ ク ラスタの順序を変更するこ と もできます。

4. [ 既存サーバを削除 ]：ラ イセンスの取得先であるライセンス・サーバのリ ス トからサーバ

を削除します。

図 4-3  [ スタート ] ページ （[ サーバを追加 ] を選択）
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4.4  [ サーバを追加 ]
追加するサーバの種類を選択します。

• [ ノーマル ] （39 ページの 「4.4.1 [ サーバを追加 ] － [ ノーマル ]」 を参照）

• [ リダンダン ト ] （40 ページの 「4.4.2 [ サーバを追加 ] － [ リ ダンダン ト ]」 を参照）

図 4-4  [ サーバの種類 ] ページ
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4.4.1  [ サーバを追加 ] － [ ノーマル ]
通常のサーバで標準的な設定を行う場合は、[ ノーマル ] を選択し、[ 進む ] をク リ ッ ク します。

図 4-5 のページが表示されたら、 [ サーバ名 ] フ ィールドにサーバ名を入力し （例：mrtall）、

[ 進む ] をク リ ッ クします。必要に応じて、次の [ 設定を更新 ] ページ （図 4-6） でサーバの順

序を変更し、 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

図 4-5  ノーマル ・サーバを追加

図 4-6  [ 設定を更新 ] ページ （左） と
ノーマル ・サーバ追加後の [SFLM ライセンス ・サーバ ・ リスト ] （右）
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4.4.2  [ サーバを追加 ] － [ リダンダント ]
リ ダンダン ト ・ サーバと して登録したサーバのリ ス トに、 3 台のサーバを追加します （図 4-
7、 図 4-8）。 詳細については、 50 ページの 「リダンダン ト ・ サーバの設定手順」 を参照して

ください。

図 4-7  [ リダンダント ・サーバを追加 ] ページ

図 4-8  リダンダント ・サーバ追加後の [SFLM ライセンス ・サーバ ・ リスト ]
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5.1  ソフトウェアのパス設定
Windows の場合、 SFLM サーバを起動するシ ョート カッ トが自動的に設定されるため、 この

作業を行う必要はあり ません。

UNIX の場合は、端末で環境変数を設定する必要があり ます。 UNIX シェルは、 C シェル系お

よび B シェル系の 2 種類に大別されます。 それぞれ、 次のよ うに変更する必要があり ます。

C シェル系 （csh および tcsh） の場合、 .cshrc ファイルに次の文字列を追加します。

set path = ( $path:q /<installdir>/bin )

B シェル系 （Bash、 sh、および ksh） の場合、 .profile ファイルに次の文字列を追加します。

PATH="$PATH”:”/<installdir>/bin"

export PATH

注記 : /<installdir>には、 Silvaco ソフトウェアのインストール・ディレクトリのパスを入力してください。
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5.2  ローカルで 1 台のライセンス ・サーバを指定する方法
アプリケーシ ョ ンで使用するライセンス ・サーバを指定するには、 2 通りの方法があり ます。

1 つは、インス トール時にグローバルで設定を行う方法です（詳細については、「第 4 章  SFLM
Access による  ライセンス ・ サーバの指定」 を参照してください）。 も う 1 つは、 ローカルで

環境設定を行う方法です。

5.2.1  ローカル設定

ユーザごとに SFLM_SERVERS という環境変数をローカル環境内に作成し、その変数に選択し

たサーバの名前を設定するこ とで、 特定のライセンス ・ サーバを指定するこ とができます。
このローカル設定は、 先に行われたグローバル設定よ り も優先されます。

5.2.2  環境変数 SFLM_SERVERS の設定手順

C シェル系の場合は、 .cshrc ファイルに次の文字列を追加します。

setenv SFLM_SERVERS "sflmserver"

B シェル系の場合は、 .profile ファイルに次の文字列を追加します。

SFLM_SERVERS="sflmserver"

export SFLM_SERVERS

Windows の場合は、 [ マイコンピュータ ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] → [ 詳細 ] （または

[ 詳細設定 ]） を選択して、 [ 環境変数 ] をク リ ッ クします。 [ 環境変数 ] 画面が表示されたら、

環境変数の設定を行います。

注記 : sflmserverには、 指定するライセンス ・サーバのマシン名を入力してください。

注記 : SFLM_SERVERS は、 SFLM_SERVER に代わる SFLM5 以降のアプリケーションに対応する環境変

数です。 SFLM_SERVERS および SFLM_SERVER が混在して設定されている場合は、

SFLM_SERVERS は SFLM5 以降で使用され、 SFLM_SERVER は SFLM4 以前の古いアプリケー

ションで使用されます。
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5.3  ローカルで複数のライセンス ・サーバを指定する方法
ネッ ト ワーク上に複数のライセンス ・ サーバが存在している場合、 環境変数 SFLM_SERVERS

を変更して、 すべてのライセンス ・ サーバにアクセスできるよ う設定するこ とが可能です。
たとえば C シェル系の場合は、 次のよ うな構文になり ます。

setenv SFLM_SERVERS "MachineA MachineB MachineC"

この例では、 アプリ ケーシ ョ ンは最初に MachineA にアクセスし、 ライセンスの取得を試行

します。 これが失敗する と、 次に MachineB、 最後に MachineC という順でアクセスしてい

きます。

注記 : 1. スペースは、 ライセンス・サーバのマシン名同士を区切るときにのみ使用します。 1 つのマシン名に

スペースが含まれないようにしてください。

2. ここでは、 各ライセンス・サーバ・マシンが、 SFLM がフル・インストールされているスタンドアロン・

サーバである場合の指定方法について説明しています。 リダンダント ・サーバ設定の指定方法ではあ
りません。

3. 全サーバについて、 登録作業が完了している必要があります。
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5.4  ローカルでリダンダント ・ サーバ ・ クラスタを指定する方

法 第 5 章  ユーザ環境の設定

5.4  ローカルでリダンダント ・サーバ ・ クラスタを指定する方法
ライセンス ・ サーバを リダンダン ト ・ サーバと して設定する場合、 まず、 「5.2  ローカルで 1
台のライセンス ・ サーバを指定する方法」 の手順で 1 台のライセンス ・ サーバを設定し、 そ

の後で次の変更を加えます。

環境変数 SFLM_SERVERS を変更して、 3 台のマシンを リダンダン ト構成に設定します。 マシ

ン名同士は、 |記号を使って区切り ます。 たとえば C シェル系では、 次のよ うな構文になり

ます。

setenv SFLM_SERVERS "MachineA|MachineB|MachineC"

注記 : リダンダント・システムを構成する全サーバについて、登録作業が完了している必要があります。また、
リダンダント ・ システム専用のライセンス ・ ファイルを取得しておく必要があります。

注記 : SFLM_SERVERS変数の |の前後にはスペースを入力しないでください。
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5.5  ユーザ環境のテスト
ユーザ環境をテス トするには、 次のコマンドを実行します。

sflm_monitord -env

次のよ うな文字列が返されます。

SFLM_SERVER=mrtall

SFLM_SERVERS="mrtall:3162/ 127.0.0.1:3162/"

SIPC_SERVER=mrtall

さらに複雑な設定の場合は、 次のよ うな文字列が返されます。

SFLM_SERVER=redundant1

SFLM_SERVERS="redundant1:3162/|redundant2:3162/|127.0.0.1:3162"

SIPC_SERVER=redundant1

パスが見つからない場合は、 次の文字列が返されます。

sflm_monitord not found

その場合、 次のコマンドを実行します。

/<installdir>/bin/sflm_monitord -env

または、 「5.1  ソフ ト ウェアのパス設定」 を参照して、 パスの設定を行います。
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6.1  管理機能
本章では、 Web インタフェースの各管理機能について説明します。 Web インタフェースの各

管理機能を使用するには、 まずホーム （図 6-1） 左側のナビゲーシ ョ ン ・ メニューで [ 管理機

能 ] をク リ ッ クし、 [ 管理機能 ] ページにアクセスします。

図 6-1  Web インタフェースのホーム

[ 管理機能 ] ページを開く と、ナビゲーシ ョ ン ・ メニューのサブメニューと して各管理機能が

表示されます。 各管理機能ページにアクセスするには、 SFLM 管理者パスワードが必要とな

り ます。 このパスワードは、 「第 2 章  SFLM のインス トールと  ライセンス ・ サーバの登録」

の冒頭部分に記載されている とおり、 SFLM のインス トール時に設定したものです。 Web イ

ンタフェースには、 [ ライセンスのインス トール ]、 [ パスワードの変更 ]、 [ ライセンス ・サー

バの再登録 ]、[ リダンダン ト ・サーバの設定 ]、[ ログ出力のカスタマイズ ]、[ サーバ時間の同

期 ]、 [ ログ ・ メ ッセージのテス ト送信 ] の 7 つの管理機能が用意されています。

6.1.1  [ ライセンスのインストール ]
新しいライセンス ・ ファイルのインス トール準備が整ったら、 この機能を使用できます。 た
とえば、 製品の追加ライセンスを購入する と、 シルバコ ・ ジャパンにて新しいライセンス ・
ファ イルが用意されます。 ライセンス ・ ファ イルの準備が完了する と、 この機能を使用して
ライセンス ・ ファイルのインス トールを実行するこ とができます。詳細については、 「第 3 章

ライセンスのインス トール」 を参照してください。
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6.1.2  [ パスワードの変更 ]
「第 2 章  SFLM のインス トールと  ライセンス ・ サーバの登録」 の冒頭部分に記載されている

とおり、 SFLM のライセンス ・ サーバへの初回インス トール時には、 SFLM 管理者パスワー

ドの設定が必須となっています。 [ パスワードの変更 ] ページには、 SFLM 管理者パスワード

の変更機能があり ます。 パスワードを変更するには、 まず、 現在有効なパスワードを [ 現在

のパスワード ] フィールドに入力します。次に、任意の新しいパスワードを [ 新しいパスワー

ド ] フ ィールドに入力し、再度確認用と して同じパスワードを [ 新しいパスワード （再入力） ]
フ ィールドに入力します。

現在有効な SFLM 管理者パスワードを忘れてしまった場合は、 Web インタフェースを使用し

て再設定するこ とはできません。 この場合は、 SFLM をインス トールしたライセンス ・ サー

バ ・ マシンにルート または管理者と してログインして再設定します。 UNIX シェルの場合は、

ログインして次のコマンドを使用します。

/<installdir>/bin/sflm -stop

/<installdir>/bin/sflm -set-password

/<installdir>/bin/sflm -start

-set-passwordの処理中に、 パスワードの設定を行います。

DOS ウ ィンドウの場合は次のコマンドを使用します。

6.1.3  [ ライセンス ・サーバの再登録 ]
ライセンス ・ サーバ ・ マシンに搭載のハードウェアを変更した場合、 そのマシンをライセン
ス ・ サーバと して識別するための情報をまとめたマシン証明書にも変更が生じる可能性があ
り、 このこ とがライセンス ・サーバの動作に影響する場合があり ます。 このよ うな場合には、
[ ライセンス ・サーバの再登録 ] ページにアクセスし、再度マシン証明書を登録して、 ライセ

ンス ・ サーバのアクティブ化を行う必要があり ます。 再登録と再アクティブ化の手順は、 初
回のライセンス ・ サーバ登録およびアクティブ化と同様です （「第 2 章  SFLM のインス トー

ルと  ライセンス ・ サーバの登録」）。

注記 : 再登録によって別のコード名がサーバに割り当てられた場合、 新しいライセンス・ファイルが必要となる
場合があります。 コード名は、 Web インタフェース （http://<server-name>:3162） のページ下部の

[ マシン ID] に表示されます。 図 6-1 の例では、 [0SSMID00009009] です。 別のコード名が割り当て

られるかどうかは、 マシンの変更の程度によって決まります。

DOS コマンド 例

<install_drive>: C:

cd <installdir>\bin cd \silvaco\bin

sflm -stop sflm -stop

sflm -set-password sflm -set-password

sflm -start sflm -start
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6.1.4  [ リダンダント ・サーバの設定 ]
この機能は、 SFLM サーバ、 またはそのマシンがクラ ッシュした場合の技術的なダウンタイ

ム対策を目的と したものです。 ク ラ ッシュが発生する と、 アプ リ ケーシ ョ ンは異常停止し、
実行中のジ ョブは中断されます。 また、 サーバの再開やマシンの復旧が行われるまで、 ライ
センスも発行されません。 ライセンス ・ サーバが再開される と と もにすべてのジ ョブも再開
されますが、 こうしたダウンタイムは管理上の重大な問題となり得ます。 SFLM リダンダント ・ サー

バ ・ システムは、 こ う した ト ラブルによる技術的なダウンタイムを防止する手段の 1 つです。

リダンダン ト ・ サーバ ・ システムを構成するには、 ライセンス ・ サーバと して 3 台のマシン

を割り当て、 各マシンに SFLM ソフ ト ウェアをインス トールします。 さらに、 同じライセン

ス ・ ファイルを 3 台の各マシンでダウンロード し、 インス トールを実行する必要があり ます。

インス トールが完了したら、 各マシンをプライマ リ ・ サーバ、 セカンダ リ ・ サーバ、 および
ターシャ リ ・ サーバと してセッ ト アップします。 システムが正常に動作している場合、 アプ
リ ケーシ ョ ンからのライセンスのリ クエス トは、 プライマリ ・ サーバに送信されます。

マシンの故障などが原因でプライマリ ・サーバとのコンタク トが不可能な場合、セカンダ リ ・
サーバへの送信が試行されます。 その際、 セカンダ リ ・ サーバが作業を引き継ぐまで短時間
の中断が生じます。

リダンダン ト ・ システムでは、 少なく と も 2 台のマシンが常時動作しており、 情報交信が行

われている必要があり ます。 SFLM サーバ間では、 ライセンスの使用状況に関する情報交信

が行われます。プライマリ ・サーバがリダンダン ト ・システムで再開される と、プライマリ ・
サーバが再びライセンス管理を行います。

注記 : リダンダント ・サーバ ・システムは、 SFLM6 以降に準拠するシルバコのアプリケーションでサポートさ

れています。 SFLM4 アプリケーションを使用している場合は、 プライマリ・サーバにのみコンタクトが可

能です。 また、 プライマリ ・サーバが停止すると、 アプリケーションも動作しません。

リダンダント ・ サーバの設定手順

リ ダンダン ト ・ システムは、 リ クエス トベースでの提供となるオプシ ョ ン機能です。 リダン
ダン ト ・ システムの設定を希望する場合は、 すべてのリ ダンダン ト ・ サーバの登録終了後、
シルバコ ・ ジャパンのラ イセンス担当 （jplicense@silvaco.com） に連絡し、 リ ダンダン ト ・

サーバ専用ライセンスの発行を依頼する必要があ り ます。 その際に発行されるライセンス ・
ファイルには、 3 台のリダンダン ト ・ サーバ ・ マシンのマシン証明書リ ス トが記述されます。

リダンダン ト ・ サーバの設定を行うには、 下記の 5 つの手順を 3 台すべてのリダンダン ト ・

サーバ ・ マシンに対して、 個別に実行する必要があり ます。 Web ブラウザを使用してサーバ

に接続する場合は、 そのサーバと同じネッ ト ワーク上に存在するマシンであれば、 どのマシ
ンからでも作業を行う こ とができます。 リダンダン ト ・サーバの設定手順は次のとおりです。

1. 3 台のリダンダン ト ・ サーバ ・ マシンで、 sflm -install を実行します。

2. Web ブラウザを起動し、アドレス ・バーに http://<server-name>:3162/ （<server-

name> にはマシンのホス ト名を入力） を入力して、 Web インタフェースを開きます。 ナ

ビゲーシ ョ ン ・ メニューで [ 管理機能 ] → [ ライセンス ・ サーバの登録 ] をク リ ッ ク し、

ライセンス ・サーバの登録作業を実行します。登録の詳細手順は、「第 2 章  SFLM のイン

ス トールと  ライセンス ・ サーバの登録」 を参照してください。

3. 登録作業が完了したら、 リ ダンダン ト ・ サーバ ・ システム専用ライセンスの発行依頼を
行います。 依頼時には、 リダンダン ト ・ サーバと して使用する 3 台のマシン ID （Web イ

ンタフェース下部に表示）をEメールに記入し、シルバコ・ジャパン（jplicense@silvaco.com）

宛に送付します。

4. 新しいライセンス ・ ファ イルのダウンロード準備が整う と、 シルバコ ・ ジャパンよ り通
知が届きます。この通知を受けたら、各ライセンス ・サーバ・マシンの Web インタフェー

mailto:jplicense@silvaco.com
mailto:jplicense@silvaco.com
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ス （http://<server-name>:3162/） を開き、[ 管理機能 ] → [ ライセンスのインス トー

ル ] をク リ ッ ク して、 ライセンス ・ファイルのダウンロードおよびインス トールを行いま

す （3 台すべてのライセンス ・サーバ ・マシンに対して、 この手順を実行します）。 なお、

ライセンス ・ ファイルのダウンロードおよびインス トールの詳細手順については、 「第 3
章  ライセンスのインス トール」 を参照してください。

5. 「手順 1」～「手順 4」が完了したら、Web インタフェース（http://<server-name>:3162/）

で [ 管理機能 ] → [ リダンダント ・サーバの設定 ] をクリックし、 [ リダンダント ・サーバの設定 ]
ページを開きます （図 6-2） 。 サーバを追加する場合は、 リダンダン ト ・ サーバに設定す

る各マシンの SFLM サーバ名を [ サーバを追加 ] フ ィールドに入力し、 [ 追加 ] をク リ ッ

ク します。SFLM サーバ名は、Web インタフェース下部の [SFLMサーバ ] に表示されます。

追加したサーバは、 [ サーバ ・ リ ス ト ] フ ィールドに追加表示されます。 サーバの優先順

（プライマリ、 セカンダ リなど） は、 この [ サーバ・ リ ス ト ] に表示された順序で設定され

ます。 [ サーバ・ リ ス ト ] の表示順序を変更するには、 サーバを選択し、右側のコン ト ロー

ル ・ ボタン （上から、 最上位に移動、 上に移動、 下に移動、 最下位に移動） を使って任意
の順序に移動させます。 また、 サーバを削除する場合は、 削除するサーバを [ サーバ ・ リ

ス ト ] で選択して [ 削除 ] をク リ ッ ク します。交信が途絶えたサーバについては、Web イン

タフェース下部の [ リダンダン ト ・ グループ ] に表示されている該当サーバ名に取り消し

線が表示されます。

注記 : 3 台すべてのリダンダント・サーバ・マシンで上記 5 つの手順を実行しないと、 リダンダント・サーバ間

での交信は有効になりません。 リダンダント ・サーバの設定が完了すると、 Web インタフェース下部の

[ リダンダント・グループ ] にサーバ名が表示されます。 その後、 ユーザごとにローカル環境を変更し、

リダンダント ・サーバの名前を指定する必要があります。

図 6-2  [ リダンダント ・サーバの設定 ] ページ
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6.1.5  [ ログ出力のカスタマイズ ]
ライセンスの使用状況の統計を特定のディレク ト リに保存するこ とができます。 この機能を
有効にする と、 ライセンス使用状況のサマリ または完全なログが、 タブ区切りテキス ト形式
ファイル （*.txt） に出力されます。 これらのファイルを、 表計算プログラム （Excel など）

に読み込んで、 チャートやグラフを作成できます。 このオプシ ョ ンを有効にする方法につい
ては、 53 ページの 「[ ライセンスの使用状況 ]」 を参照してください。

ライセンスのチェッ クアウ ト / チェッ クイン、エラー状況、警告の状態など、SFLM サーバが

実行したすべての処理について、 システム ・ ログ、 ファイル ・ ログのいずれか、 またはその
両方に記録し、 後で参照するこ とができます。

この機能を設定するには、Web インタフェースのナビゲーシ ョ ン・ メニューで [ 管理機能 ] →
[ ログ出力のカスタマイズ ] をク リ ッ ク し、[ ログ出力のカスタマイズ ] ページを開きます（図

6-3） 。 このページでは、 2 つのログ出力場所を管理できます。 1 つはシステム ・ ログ （例 :
Solaris マシンの場合、 /etc/syslog.conf）、 も う 1 つはユーザ定義のファイル ・ ログです。

デフォルトのシステム ・ ログ ・ レベルは [ 注意 (notice)] です。 デフォルトのファ イル ・ ロ

グ ・ レベルは [Off] です （デフォルトではファイルが存在しないため）。 各ログ ・ レベルの詳

細については本項で後述します。

図 6-3  [ ログ出力のカスタマイズ ] ページ
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[ ライセンスの使用状況 ]

[ ロギング ・ディレクトリ ]

ライセンスの使用状況のサマリ と ログが保存されるディ レク ト リです。 使用可能なディレク
ト リのリ ス ト を変更するには、SFLM サーバの起動前に環境変数 SFLM_USAGE_DIRECTORIES

を設定します。 このディレク ト リに保存されるログ ・ ファイルには Summary.txt ファイル

と Log.txt ファイルがあり ます。 ログ出力がオンの場合、日付ごとにサブディレク ト リが生

成され、 その中にこれらのログ ・ ファイルが保存されます。 たとえば、 2007 年 7 月 1 日のロ

グ・ファイルが保存されるディレク ト リは "2007/07/01"になり ます。また、サマリは月別、

年別、週別に、それぞれ "2007/01"、"2007"、"WeeklySummaries/SummaryW104695"ディ

レク ト リにも保存されます。 ログ ・ ファイルのフォーマッ トについては、 Web インタフェー

スの [ ヘルプ ] → [ ヘルプ ・ ト ピッ ク ] → [ 高度なト ピッ ク ] → [ ライセンスの使用状況の統

計 ] の説明を参照してください。 ログ ・ ファイルを Web ブラウザで表示するには、 以下の

URL を使用します。

URL: http://<server-name>:3162/usage/2007/07/01/Summary.txt

ライセンスの使用状況の詳細については、 「付録 D  ライセンスの使用状況の統計」 を参照し

てください。

[ ロギング ・モード ]

ロギング ・ディレク ト リに出力される情報の量を制御します。 

注記 : チェックアウトとチェックインのログ出力には、 かなりのディスク容量が必要になることがあります。

[ システム ・ ロギング ]

システム ・ ロガーに渡されるログ ・ メ ッセージを制御します。 UNIX では、 これは local5 と

して渡され、 /etc/syslog.confによって制御されます。 Windows では、 イベン ト ビューア

を使用して表示可能なアプリケーシ ョ ンログに保存されます。

[ ログ ・ レベル ]

このプルダウンメニューは、 システム ・ ロギングのログ出力レベルを制御します。 54 ページ

の 「ログ ・ レベル」 を参照してください。 システム ・ ロギングのデフォルトのログ ・ レベル
は [ 注意 (notice)] です。

表 6-1   ロギング ・モード

オプション 説明

Off ログ出力を行いません。

ProductSummary 各製品 （ライセンス ID） の使用状況のサマリ を生成します。

UserSummary ユーザごとの各製品 （ライセンス ID） の使用状況のサマリ と、すべての

ユーザの製品の使用状況のサマリ を生成します。

ProductLog すべての ラ イ セン スのチェ ッ ク ア ウ ト と チェ ッ ク イ ンのロ グ と、
ProductSummary を生成します。

AllLogging すべての ラ イ セン スのチェ ッ ク ア ウ ト と チェ ッ ク イ ンのロ グ と、
UserSummary （ProductSummary を含む） を生成します。
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[ ファイル ・ ロギング ]

システム ・ ロギング機能を使用する代わりに、 SFLM サーバでは単にメ ッセージをファイル

に出力するこ とができます。 システム ・ ロギングよ り も設定は簡単ですが、 ログ ・ サイズが
監視されないので危険も伴います。

[ 詳細ログ / メッセージの出力 ]

デフォルトでは [ オフ ] になり ます。 これを [ オン ] に切り替える と、 よ り詳細なログと ロ

グ ・ メ ッセージが出力されます。

サーバの現在のすべての設定を再度読み込むには、 [ 元に戻す ] をク リ ッ ク します。設定の変

更を保存するには、 [ 変更を保存 ] をク リ ッ クします。

ログ ・ レベル

以下のログ ・ レベルは、 ログに出力される メ ッセージの重要度を制御します。 ログ ・ レベル
が設定される と、 そのレベルとそれよ り も上のレベルのメ ッセージがログに出力されます。
たとえば、 ログ ・ レベルが [ エラー (err)] に設定されている場合、 エラー (err)、 危険 (crit)、
アラート (alert)、 および緊急 (emerg) レベルのメ ッセージがログに出力されます。 これらの

ログ ・ レベルは、 UNIX の標準ログ ・ メ ッセージ ・ レベルと一致しています。

ログ ・ レベルの重要度

表 6-2   ファイル ・ ロギング

オプション 説明

ファイル名 ログ ・ メ ッセージが付加されるファイルを指定します。

ログ ・ レベル このプルダウンメニューは、ファイル・ ロギングのログ出力レベルを制御し
ます。 「ログ ・ レベル」 を参照してください。 ファイル ・ ロギングのデフォ
ルトのログ ・ レベルは [Off] です。

表 6-3   SFLM サーバのログ ・ レベル

ログ ・ レベル 説明

Off ログは出力されません。

緊急 （emerg） 緊急の状態。

アラート （alert） ただちに修正が必要な状態。
例 ：

• ラ イセンス ・ ファ イルにエラーが含まれている。 こ う したエラー
は、ライセンス ・ファ イルの破損や編集によ り発生する可能性があ
り ます （ライセンス ・ ファイルの編集は許可されていません）。

• ライセンス ・ ファイルで指定されていないシステムに、 SFLM がイ

ンス トールされている。

• システム ・ クロ ッ クが変更された。

• ライセンスの有効期限が迫っている。

• ライセンスが当分有効にならない。

• SFLM サーバが終了された。

• サーバのメモリが不足している。
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6.1.6  [ サーバ時間の同期 ]
SFLM サーバ ・ ソフ ト ウェアによって管理されている論理クロッ クでは、 ローカル ・ システ

ム ・ クロ ッ ク との時間のずれが生じるこ とがあ り ます。 [ サーバ時間の同期 ] ページには、論

理時間をシルバコ ・ ジャパンのクロ ッ クに同期させる機能があり ます。 この機能は、 1 時間

以上の時間のずれが生じている場合にのみ使用してください。

6.1.7  [ ログ ・ メッセージのテスト送信 ]
SFLM サーバは、「6.1.5  [ ログ出力のカスタマイズ ]」 に記載されているよ うに、ライセンスの

リ クエス トやライセンスのリ リース情報のログを出力します。 [ ログ・ メ ッセージのテス ト送

信 ] ページでは、 特定のログ ・ レベルを持つテス ト ・ メ ッセージを送信するこ とで、 ログ出

力のカスタマイズが正し く設定されているかを確認するこ とができます。

危険 （crit） 危険な状態。
例 ：

• ハードディスク ・ エラーなどのハードウェア障害。

• メモリの破損。

エラー （err） エラー。
例 ：

• MAC アドレスを取得できない。

• プログラムを登録できない。

• SFLM のインス トールが失敗した。

警告 （warning） 警告メ ッセージ。 通常は致命的なエラーではあり ません。
例 ：

• サーバが閉じられていない文字列を受信した。

• ライセンスが古い。

注意 （notice） エラー状態ではあり ませんが、 特別な処理を要する可能性があり ます。
例 ：

• ライセンスのチェッ クアウ トが失敗した。

• [ 詳細ログ / メ ッセージの出力 ] がオンになっている。

• ポートへの接続を試行した。

• 新しいハードウェアなどが原因となり、 マシン ID が変更された。

• サーバの状態が、 ク リ ア処理中となっている。

• 特定のライセンス ・ ファイルを読み込んだ。

情報 （info） 情報提供メ ッセージ。
例 ：

• ライセンスのチェッ クアウ トおよびチェッ クイン情報。この情報に
は、 ユーザ名、 マシン名、 製品名、 およびプロセス ID が含まれて

います。

• その他、 無視しても問題のないリ クエス ト。

デバッグ（debug） 通常、 プログラムのデバッグ時にのみ使用される情報のメ ッセージ。
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7.1  レポートの種類
この章では、 SFLM のレポート機能について説明します。 SFLM の各種レポート を閲覧する

には、 まず Web インタフェースのナビゲーシ ョ ン ・ メニュー （図 7-1） で [ レポート ] をク

リ ッ ク し、[ レポート ] ページにアクセスします。[ レポート ] ページを開く と、ナビゲーシ ョ

ン ・ メニューに、 ライセンス管理に必要な詳細情報のレポートの種類が表示されます。

図 7-1  Web インタフェースのホーム

図 7-2  [ レポート ] ページ
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7.1.1  [ アクティブ ・ユーザ情報 ]
[ アクティブ・ユーザ情報 ] ページには、ジ ョブによって SFLM サーバから現在チェッ クアウ

ト されているライセンスの情報がリ ス ト形式で表示されます。 「ジ ョブ」 とは、 ライセンスを
要求するアプリケーシ ョ ンのこ とです。 ジ ョブの合計数と リ ス トが表示されます。

図 7-3  [ アクティブ ・ユーザ情報 ] ページ

表 7-1   [ アクティブ ・ユーザ情報 ] の項目

項目 説明

[ ユーザ / プログラム ] SFLM サーバからライセンスをチェッ クアウ ト しているユーザのユーザ名、

およびプログラム名とバージ ョ ン番号。

[ ジ ョブ ] 特定のマシンにおけるアプリ ケーシ ョ ンのジ ョブ番号 ( プロセス  ID)。 これ

は、アプリケーシ ョ ンが実行されるたびに、OS がそのジ ョブに対して割り

当てる固有の ID です。「PID」 と して一般的に知られています。このフ ィー

ルドをク リ ッ クする と、 そのジ ョブの詳細なレポートが表示されます。

[ ホス ト ] アプリケーシ ョ ンを実行しているマシンのホス ト名またはマシン名。

[ ライセンス ] そのジ ョブが使用しているライセンスについての情報。 ライセンス ・ リ ク
エス トが失敗した場合、 供与に失敗したライセンスが表示されます。
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この例のライセンスは、 以下の通りです。

• 1 SMARTSPICE 通常ライセンス

• 24 ユニバーサル ・ トークン

• 24 ユニバーサル ・ ユーティ リティ ・ トークン

• 16 時間 38 分 60 秒のトークン時間 （100 トークン時間を購入）

つま り、 SMARTSPICE の実行に 6 ユニバーサル ・ トークンを必要とするため、 1 番目のユーザ

は、通常のライセンスを使用しています。 2 番目のユーザと 3 番目のユーザは、 6 ユニバーサ

ル・ トークンを使用しています。 4 番目のユーザは、 3 ユニバーサル・ トークンと 3 トークン

時間を使用して必要な 6 トークンを構成しています。

7.1.2  [ 有効ライセンス情報 ]
[ 有効ライセンス情報 ] ページでは、ライセンスを持つすべてのアプリケーシ ョ ンのリ ス トが

生成されます。 このリ ス トは、 ライセンス ・ サーバにインス トールされているすべてのライ
センス ・ ファイルから情報を収集して生成されます。

図 7-4  [ 有効ライセンス情報 ] ページ

表 7-2   [ 有効ライセンス情報 ] の項目

項目 説明

[ID] ライセンスの ID （製品 ID）。 このリ ンクをク リ ッ クする と、 インス トール

されたすべてのライセンス ・ ファイルから、そのライセンス ID に関連する

すべてのライセンスの詳細情報が表示されます。

[ ライセンス名 ] ライセンスの名前 （製品名）。 このリ ンクをク リ ッ クする と、 インス トール
されたすべてのライセンス ・ ファイルから、そのライセンス ID に関連する

すべてのライセンスの詳細情報が表示されます。
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この有効ライセンス情報では、 次の内容が示されています。

• SmartSpice 用 1 ライセンスが購入されている。

• 24 ユニバーサル ・ トークン ・ ライセンスが購入されている。

• 購入された 100 トークン時間のうち、 16 時間 38 分 60 秒が残っている。

また、 次の内容も示されています。

• CPL ライセンス  : SFLM 内部使用のためのライセンス

• 24 ユニバーサル ・ ユーティ リティ ・ ライセンス  : ユニバーサル ・ トークンの購入のため

に使用されてます。 この トークンは、 メ イン ・ アプリ ケーシ ョ ンをよ り効果的に実行す
るためのユーティ リティ ・ プログラム用のライセンスです。

• ユーティ リティ ・ プログラムの実行時間 59939 : ユーティ リティ ・ トークンを使用できな

い場合、 ユーティ リティが開始される と、 トークン時間に対して 1 秒チャージされます。

アプリ ケーシ ョ ン実行に長くかかってもこれ以上の時間は使用されません。59939 は、（16
時間 ×60×60） ＋ （38 分 ×60） ＋ 60 秒と同じです。

注記 : この例では、 およそ 16:38:60 が残っています。 これは、 「トークン時間」 と 「トークン秒」 が同じ値に

おける異なる表示方法であることを表しています。

[ 有効数 / トークン時間 ] そのサーバで有効な （購入およびインス トールされた） ライセンスの数。

[ 使用可能数 / トークン時

間 ]
有効なライセンスのうち、 現在空いているライセンスの数。

[ メンテナンス期限 ] そのライセンスの有効期限が切れる日。 複数のライセンスで有効期限がそ
れぞれ異なる場合は、 複数の日付が表示されます。 [ メンテナンス期限 ] よ
り も後にリ リースされるアプリ ケーシ ョ ンは、 そのライセンスを使用でき
ません。

注記 : [ メンテナンス期限 ] を過ぎたライセンスは、このリストに一切表示さ

れなくなります。

表 7-2   [ 有効ライセンス情報 ] の項目

項目 説明
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7.1.3  [ トークン ・ ライセンス ]
[ トークン ・ ライセンス ] ページには、有効トークン数のリ ス ト と、 ライセンスを取得するた

めに必要な トークン数のリ ス トが表示されます。

図 7-5  [ トークン ・ ライセンス ] ページ

表 7-3   [ トークン ・ ライセンス ] の項目

項目 説明

[ID] ライセンスの ID （製品 ID）。 このリ ンクをク リ ッ クする と、 インス トールされ

たすべてのライセンス ・ ファイルから、 そのライセンス ID に関連するすべて

のライセンスの詳細情報が表示されます。

[ ライセンス名 ] ライセンスの名前 （製品名）。 このリ ンクをク リ ッ クする と、 インス トールさ
れたすべてのライセンス ・ ファイルから、 そのライセンス ID に関連するすべ

てのライセンスの詳細情報が表示されます。

[ コス ト ] そのタイプのライセンスを取得するために必要な トークン数と トークン・タイ
プ （ トークンが使用される場合）。

[有効数/ トークン時間] そのサーバで有効な （購入およびインス トールされた） トークンの数。

[使用可能数/ トークン時間] 有効な トークンのうち、 現在使用可能な トークンの数。

[ メンテナンス期限 ] そのライセンスの有効期限が切れる日。複数のライセンスで有効期限がそれぞ
れ異なる場合は、複数の日付が表示されます。[ メンテナンス期限 ] よ り も後に

リ リースされるアプリ ケーシ ョ ンは、 そのライセンスを使用できません。

注記 : [ メンテナンス期限 ] を過ぎたライセンスは、 このリストに一切表示され

なくなります。
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このページでは、 [ 有効数 / トークン時間 ] に購入された トークン数と トークン時間の残り時

間が繰り返し表示されます。 [ 使用可能数 / トークン時間 ] では、 使用可能なライセンス数と

残り時間が一緒に表示されます。 [ 必要トークンの一覧表 ] では、 ユーティ リティ ・プログラ

ムには 1 ユニバーサル・ トークンが必要となり、その後、必要に応じて、ユニバーサル・ユー

ティ リ テ ィ ・ トークンの代わりに トークン秒が使用可能であるこ とを示しています。 また、
SMARTSPICE には、 6 ユニバーサル ・ トークンが必要で、 必要に応じて、 ユニバーサル ・ トー

クンの代わりに トークン時間が使用可能であるこ とを示しています。

7.1.4  [ ライセンス ・ ステータス ]
[ ライセンス ・ ステータス ] ページには、すべてのライセンスのリ ス トが表示されます。 この

リ ス トは、 ライセンス ・ サーバにインス トールされ、 そのサーバで有効になっているすべて
のライセンス ・ ファイルから情報を収集して生成されます。 このリ ス トには、 トークンを使
用して取得可能なライセンスも含まれます。 ライセンスを使用しているユーザと、 空きライ
センス数 （[ 使用可能数 / トークン時間 ]） も示されます。

図 7-6  [ ライセンス ・ステータス ] ページ

表 7-4   [ ライセンス ・ステータス ] の項目

項目 説明

[ ライセンス ID] ライセンスの ID （製品 ID）。 このリ ンクをク リ ッ クする と、 インス トールされたす

べてのライセンス ・ ファイルから、 そのライセンス ID に関連するすべてのライセ

ンスの詳細情報が表示されます。

[ ライセンス名 ] ライセンスの名前 （製品名） 。 このリ ンクをク リ ッ クする と、 インス トールされた
すべてのライセンス ・ ファイルから、 そのライセンス ID に関連するすべてのライ

センスの詳細情報が表示されます。
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このページでは、 実際に購入したライセンスではなく、 チェッ クアウ ト可能なライセンスの
ステータスが表示されます。たとえば、DECKBUILD に対して 25 ライセンス使用可能であるこ

と （ユニバーサル・ユーティ リティ ・ トークン数 : 25) を示しています。 すべてのライセンス

が使用される と、 トークン秒を使用して 53819 実行時間が使用可能です。

SMARTSPICE の場合、 さらに複雑です。 この例では、 ユーザ A が SMARTSPICE の 4 ライセンス

をチェッ クアウ ト し、 ユーザ B も 2 ライセンスをチェッ クアウ ト しています。 使用可能な通

常トークンおよびユニバーサル・ トークンがなく、 1 つの SMARTSPICE を トークン時間のみを

使用して実行する場合、 残り 2:01:26 ( 時間 : 分 : 秒 ) が使用可能です。 ページの下の行では、

ユーザ A が効率的に 24 ユニバーサル ・ トークンを使用し、 ユーザ B が 6 トークンのみを使

用している （1 通常ライセンスを使用している） こ とがわかり ます。 さらに下の行を見ると、

ユーザ A は 6 トークン時間を使用しています。 つま り、 1 秒の実行に対して 6 秒のトークン

時間が使用されているこ とを意味します。

実際には、 アプリケーシ ョ ンはおよそ 5 分間の実行時間を必要と し、 アプリ ケーシ ョ ンが終

了または中断される と、 残り時間に反映されます。 アプリ ケーシ ョ ンは、 期限が切れる前に
およそ 2 分間延長するよ う要求します。

時間トークン ・ ステータスのクロ ッ クを確認するには、 sflm -clock を実行してください。

クロッ クの詳細については、 「付録 C  時間チャージ ・ クロ ッ ク」 を参照してください。

[ ユーザ情報 ] その製品を使用するためにライセンスをチェッ クアウ ト したユーザが表示されま
す。 ユーザはログイン名で識別されます。 ユーザ名をク リ ッ クする と、 そのユーザ
によって所有されているすべてのジ ョブが表示されます。

[ 使用数 / トークン

時間 ]
各ユーザによって使用されているライセンスの数。

[ 使用可能数 / トー

クン時間 ]
すべてのライセンスとすべてのトークンが使用される と して、そのタイプのライセ
ンスがあといくつ残っていてチェッ クアウ トできるかが表示されます。使用可能数
に OMNI ライセンスは含まれません。 "N/A" は、 そのライセンスをチェッ クアウ ト

できる数に制限がないこ とを示します。

表 7-4   [ ライセンス ・ステータス ] の項目

項目 説明
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7.1.5  [ ライセンス ・ ファイル ・ リスト ]
SFLM では、 複数のライセンス ・ ファイルを同時に読み込むこ とができます。 [ ライセンス ・

ファイル ・ リ ス ト ] ページには、 インス トールされたライセンス ・ ファイルの情報がリ ス ト

形式で表示されます。 このリ ス トに含まれる情報は、 インス トールされたライセンス ・ ファ
イルの名前、 ライセンス ID、 および現在のライセンスのステータスです。 管理者と してログ

インして、 このページを開く と、 ライセンス ・ ファイルを削除するこ と もできます。

図 7-7  [ ライセンス ・ ファイル ・ リスト ] ページ

表 7-5   [ ライセンス ・ ファイル ・ リスト ] の項目

項目 説明

[ ラ イセンス ・ ファ イ

ル ]
ライセンス ・ サーバ上のライセンス ・ ファイルのパス。

[ ライセンス ID] シルバコよ り発行された、 ライセンス固有の識別 ID。 ライセンスや一般的な

サポートに関してシルバコ・ジャパンに問い合わせる際は、このライセンス ID
を事前に確認してください。

[ ステータス ] ライセンス ・ ファイルから検出された、 有効および期限切れのマシン ID。 ラ

イセンスがインス トールされているマシンは、 この ID で確認するこ とができ

ます。
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8.1  概要
サポート ・ ユーティ リ テ ィは、 ユーザがリ クエス ト したライセンスが発行されない場合に、
ライセンス ・ サーバ ・ マシンの状態や問題を確認するために使用する機能です。 この機能を
SFLM ライセンス ・ サーバの通常作業で使用するこ とはあり ません。 各サポート ・ ユーティ

リティにアクセスするには、 まず SFLM サイ トのナビゲーシ ョ ン ・ メニュー （図 8-1） で [ サ
ポート・ユーティ リティ ]をク リ ッ ク し、[サポート・ユーティ リティ ]ページにアクセスします。

図 8-1  Web インタフェースのホーム

[ サポート ・ユーティ リティ ] ページを開く と、問題特定に役立つ 4 つのユーティ リティ （[ 環
境変数リ ス ト ]、[ リダンダン ト ・サーバの状態 ]、[ サーバ・ リ ソースの使用量 ]、[ サーバの状

態とバージョ ン ]） が、ナビゲーシ ョ ン ・ メニューにサブメニューと して表示されます。 これ

らの情報について、 シルバコ ・ ジャパンが提供をお願いした場合は、 各ユーティ リティに表
示された情報をシルバコ ・ ジャパンに提供してください。 各ユーティ リティの情報は、 ネッ
ト ワーク上のローカル ・ マシンから Web ブラウザを使って閲覧するこ とができます。
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9.1  バーチャル ・ プライベート ・ ネットワーク （VPN）
VPN とは、 インターネッ ト回線を専用回線のよ うに使用するこ とによって、 自宅にいながら

会社のネッ ト ワークへの接続を可能にする技術です。この技術は次第に普及しつつあり ます。

SFLM で VPN のセッ ト アップを行うには、 サーバへのアクセス用と してポート 3162 および

ポート 111 を開放する必要があり ます。 この 2 つのポートは SFLM ソフ ト ウェアに登録され

ており、 SFLM 専用に使用されます。 なお、 ポート 111 は古いアプリケーシ ョ ン （SFLM4 準

拠） 専用ポートです。

ポート 3162 およびポート 111 が開放されている と、 リモート ・ユーザはインターネッ トに接

続して会社の SFLM サーバにアクセスするこ とができます。
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9.2  ファイアウォール
現在、 多くのマシン （特に Windows XP マシン） には、 ファイアウォールやポート ・ ブロ ッ

ク ・ ソフ ト ウェアが搭載されています。

Windows XP Service Pack 2 では、 外部マシンからローカル Web サーバへの侵入を防ぐファイ

アウォール機能が有効です。 SFLM は Web サーバであるため、 Service Pack 2 がインス トール

されている と他のマシンからのアクセスが不可能となり ます。 この問題は、 次の 4 つのコマ

ンドを実行するこ とで解消できます。

netsh firewall set portopening proto=tcp port=3162 "SFLM-Standard Floating
License Manager"

netsh firewall set portopening proto=udp port=3162 "SFLM-Standard Floating
License Manager (UDP)"

netsh firewall set portopening proto=tcp port=111 "ONC/RPC portmap"

netsh firewall set portopening proto=udp port=111 "ONC/RPC portmap (UDP)"

SIPC についても同じ問題が考えられるため、 このポート を開放するコマンドを組み込んでく

ださい。

netsh firewall set portopening proto=tcp port=2809 "SIPC-Corba Name
Service" 

よ り高い安全性が要求される場合は、 ある特定のプログラムを使用して、 ファイアウォール
を経由してメ ッセージを受信できるよ う設定する こ とが可能です。 こ う したプログラムは
バージ ョ ンの更新ごとに上書きされるため、 別のバージ ョ ンをインス トールする際は改めて
設定を行う必要があり ます。 下記はその実行コマンドの例です。

C:\silvaco\bin\rpc.sflmserverd -WV

「6.4.2.R」 のよ うな形式のバージ ョ ン番号が返されます。 下記コマンドの 6.4.2.R の部分

に、 実際に返されたバージ ョ ン番号を代入して実行します。

netsh firewall set allowedprogram "C:\silvaco\lib\rpc.sflmserverd\6.4.2.R\x86-
nt\rpc.sflmserverd.exe" "SFLM-Standard Floating License Manager"

netsh firewall set allowedprogram "C:\Windows\system32\portmap.exe" "ONC/RPC
portmap"

下記は、 SIPC の設定コマンドの例です。

C:\silvaco\bin\sipc -WV

1.0.9.Rのよ うな形式のバージ ョ ン番号が返されます。下記コマンドの 1.0.9.Rの部分に、

実際に返されたバージ ョ ン番号を代入して実行します。

netsh firewall set allowedprogram C:\silvaco\lib\sipc\1.0.9.R\x86nt\sipc.exe
SIPC-Corba Name Service"
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10.1  古いバージョンのアプリケーション
異なるバージ ョ ンのアプリケーシ ョ ンが 1 つのネッ ト ワーク上に混在するこ とは珍し くあ り

ません。 SFLM4 のアプリケーシ ョ ンは SFLM4 ライセンス ・ サーバに対応して リ リースされ

た製品です。 SFLM6 のアプリケーシ ョ ンは SFLM6 ライセンス ・ サーバに対応して リ リース

された製品です。

SFLM4 ライセンス ・ サーバがシステム上で動作している場合、 そのサーバは SFLM 1.4 ～ 4
のアプリケーシ ョ ンにのみ対応可能であり、SFLM6 ～ 8 のアプリケーシ ョ ンに対してライセ

ンスを供与するこ とはできません。

SFLM6 ～ 8 サーバがシステム上で動作している場合、そのサーバは SFLM4 ～ 8 のアプリケー

シ ョ ンにライセンスを供与するこ とができます。

トークン ・ ライセンスを使用できるのは、 SFLM8 サーバのみです。 ただし、 SFLM4 ～ 8 の

アプリケーシ ョ ンは、 SFLM8 サーバから トークン ・ ライセンスを取得して使用するこ とがで

きます。

10.2  ライセンス ・サーバ ID
SFLM4 では、 ホス ト ID （Solaris の場合） または HASP キー （ドングル） のいずれかを使用

して、 ライセンス と特定のサーバ間の紐付けを行っていました。 これに対し、 現行バージ ョ
ンの SFLM では、 オンライン登録によって、 全プラ ッ ト フォームに対応する仮想ホス ト ID、

または Windows/LINUX に対応する HASP キー （オプシ ョ ン） を割り当てます。

10.3  SFLM4 からのアップグレード
SFLM4 サーバはサポート されなくなり ました。
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A.1  SFLM ライセンス管理用 Web インタフェースのホームへのアクセス
方法

Web インタフェースにアクセスするには、 先に SFLM ソフ ト ウェアをインス トールする必要

があり ます。 UNIX の場合は、 ライセンス ・ サーバ ・ マシンにルート と してログインし、 次

のコマンドを実行します。

sflm -install

次に、Web ブラウザ （Firefox3 以上または Internet Explorer） を開き、次の URL を入力します。

http://<server-name>:3162/

<server-name>には、 sflm -install を実行したマシンのホス ト名を代入します。 この手

順で、 Web インタフェースのホームが表示されます。

A.2  インストールした新しいバージョンを実行できない場合の対処方法
新しいバージ ョ ンを実行するには、 再起動を行い、 サービスと して再インス トールする必要
があり ます。

UNIX (Solaris または Linux) の場合 :

su root

<install_dir>/bin/sflm -install

<install_dir>が /opt/sedatoolsの場合、/opt/sedatools/bin/sflm -install とな

り ます。

Windows の場合 :

[ スタート ] メニュー→ [ ファイル名を指定して実行 ] を選択してください。

開いたダイアログの入力フィールドに<install_dir>\exe\sflm -deinstall -install

-start を入力してください。

<install_dir> が C:\sedatools の場合、 C:\sedatools\exe\sflm -deinstall -

install -start となり ます。

詳細については、 「1.3  ソフ ト ウェアのインス トール」 および 「付録 B  SFLM のコマンド ライ

ン ・ オプシ ョ ン」 を参照してください。

A.3  SFLM のバージョンの確認方法
現在マシンに搭載されている SFLM のバージ ョ ンを確認するには、 次のコマンドを実行しま

す。

sflm -WVs

表示された rpc.sflmserverdのバージ ョ ンが 6.0.0.R よ り も古い場合は、アップグレードが

必要です。

A.4  「登録」 について
SFLM では、 ホス ト ID と紐付けされる代わりに、 ライセンス ・サーバ ・ マシンに対して 「仮

想ドングル」 ID が付与されます。 この ID が固有のものであるこ とを確認するためには、 シ

ルバコ・ジャパンで管理されている仮想ドングル ID のデータベースと比較する必要があり ま

す。 ライセンス ・サーバ登録の際、 [ オンライン登録 ] を選択する と、 この作業は自動的に実
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行されます （ただし、 マシン ID の送付 （jplicense@silvaco.com 宛） が必要となり ます）。 [ オ
フライン登録 ] の場合は、 この情報を、 E メールなどでシルバコ ・ ジャパン宛に送信する必

要があり ます。 このプロセスをライセンス ・ サーバの 「登録」 と呼びます。

A.5  「アクティベーション （アクティブ化）」 について
「登録」 は、 サーバの起動時に始ま り ます。 コード名とアクティベーシ ョ ン ・ コードを入力す
る と、 登録は完了します。 この時点で、 ライセンス ・ ファ イルのインス トールが可能になり
ます。 オンライン登録を行った場合、 コード名とアクティベーシ ョ ン ・ コードが自動的に設
定されます。 [ オフライン登録 ] の場合は、 シルバコ ・ ジャパンから返送されたコード名とア

クティベーシ ョ ン ・ コードを入力する必要があり ます。

A.6  [ オンライン登録 ] と [ オフライン登録 ] の選択基準について
Web ブラウザでインターネッ ト接続が可能な場合は、[オンライン登録 ] を選択してください。

インターネッ ト接続されていない場合は、 [ オフライン登録 ] を選択してください。

A.7  管理者パスワードを忘れてしまった場合の対処方法
パスワードのリセッ ト / 再設定は、 Web インタフェースでは実行できません。 SFLM をイン

ス トールしたライセンス ・ マシンにルート権限 / 管理者権限でログインし、 次のコマンドを

実行します。

sflm -stop

sflm -set-password

sflm -start

A.8  アプリケーションの起動時にライセンスが取得できない場合の対処方法
ライセンス ・ サーバが動作中であるこ とを確認します。 なんらかの原因で、 他のプログラム
によって SFLM がダウンした場合、 SFLM ソフ ト ウェアは自動的に再起動するよ う設計され

ています。 SFLM の動作状態については、 Web インタフェースにて確認するこ とができます。

ナビゲーシ ョ ン ・ メニューで [ レポート ] → [ ラインセンス ・ ファイル・ リ ス ト ] をク リ ッ ク

する と、 インス トールされているライセンス ・ ファイルのリ ス トが表示されます。 このリ ス
トでサーバの状態も確認できます。

SFLM が動作していない場合は、 コマンド ・ プロンプ トから再起動を行う必要があ り ます。

ルート権限 / 管理者権限でログインし、 下記のコマンドを実行します。

sflm -start

A.9  特定の製品ライセンスをチェックアウトしているユーザの確認方法
Web インタフェースを開き、ナビゲーシ ョ ン ・ メニューで [ レポート ] → [ アクティブ・ユー

ザ情報 ] をク リ ッ ク します。

mailto:jplicense@silvaco.com
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A.10  「リダンダント ・サーバ」 について
マシンまたはネッ ト ワークが不安定になったこ とで、 アプリ ケーシ ョ ンを起動しよ う と して
もアプリ ケーシ ョ ンがライセンス ・ サーバにコンタク トできず、 ライセンスを取得できない
場合があり ます。 SFLM リ ダンダン ト ・ サーバ ・ システムとは、 こ う したダウンタイムの問

題に対処する方法の 1 つです。 リダンダン ト ・ システムを構成するには、 少なく と も 3 台の

マシンを リダンダン ト ・ ラ イセンス ・ サーバと して指定し、 インス トールを行う必要があり
ます。 さらに、 同じライセンス ・ ファイルを 3 台の各マシンでダウンロード し、 インス トー

ルを実行する必要があり ます。 インス トールが完了したら、各マシンをプライマリ ・サーバ、
セカンダ リ ・ サーバ、 ターシャ リ ・ サーバと してセッ ト アップします。 システムが正常に動
作している場合、 アプリ ケーシ ョ ンからのライセンスのリ クエス トは、 プライマ リ ・ サーバ
に送信されます。 プライマ リ ・ サーバから応答がない場合は、 セカンダ リ ・ サーバ、 さ らに
はその次のサーバへと、 コンタク ト を試行します。 リダンダン ト ・ システムでは、 少なく と
も 2 台のマシンが常時動作しており、 情報交信が行われている必要があり ます。 SFLM サー

バはライセンスの使用状況について互いに交信しており、 プライマリ ・ サーバがシステムで
再開される と、 再びプライマ リ ・ サーバがライセンス管理を引き継ぎます。 リ ダンダン ト ・
システムを設定する と、 このプロセスはユーザが意識するこ となく実行されます。

A.11  リダンダント ・サーバの設定方法
「6.1.4  [ リ ダンダン ト ・ サーバの設定 ]」 を参照してください。

A.12  ライセンス ・サーバの再登録が必要な場合について
ライセンス ・ サーバ ・ マシンの固有情報は、 マシン名、 ディ スク番号、 MAC アドレスなど、

さまざまなマシン情報と リ ンク されています。 通常、 ハードウェアを 1 つだけ交換するよ う

な場合 （例：ハードディ スクだけを交換） は、再登録を行う必要はあり ませんが、大量のハー
ドウェア交換を行う場合は、 再登録が必要となり ます。

A.13  SFLM のリセット方法
まれに、 [ アクティブ ・ユーザ情報 ] ページで、すでに終了されているアプリ ケーシ ョ ン用に

ライセンスがチェッ クアウ ト されているこ とが示されるこ とがあ り ます。 こ う したライセン
スを開放するには、 実際には行われていないライセンス ・ チェッ クアウ ト を SFLM が自動的

に削除するのを待つか（1 時間ほどで削除されます）、またはサーバを手動でリセッ ト します。

手動で SFLM サーバを リセッ トするには、 ルート （UNIX/Linux） または管理者 （Windows）
と してログインし、 端末を開いて、 次のコマンドを実行します。

/<installdir>/bin/sflm -stop

/<installdir>/bin/sflm -start

DOS ウ ィンドウの場合は次のコマンドを使用します。

DOS コマンド 例

<install_drive>: C:

cd <installdir>\exe cd \sedatools\exe

sflm -start sflm -start

sflm -stop sflm -stop
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A.14  flexLM の "lmstat -a" と同様のステータス ・ レポートを表示する方法
次のコマンドを使用します。

/<install_dir>/bin/sflm -report lmstat-a

また、 次のコマンドを使用して、 その他の同様なレポート を取得できます。

/<install_dir>/bin/sflm -report lmstat

/<install_dir>/bin/sflm -report lmstat-tokens

/<install_dir>/bin/sflm -report lmstat-ax

/<install_dir>/bin/sflm -report lmstat-tokens-x

/<install_dir>/bin/sflm -report lmstat-tokens-ax

A.15  コマンドラインを使用してライセンス ・サーバの状況を確認する方
法

次のコマンドを使用します。

/<install_dir>/bin/sflm -report current 
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B.1  コマンドライン ・ オプション
コマンド ライン ・ オプシ ョ ンを指定して SFLM サーバの設定を制御するこ とができます。

UNIX の場合、 コマンドは通常、 以下のよ うに記述されます。

<install_dir>/bin/sflm -start

たとえば、<install_dir>ディレク ト リが/opt/sedatoolsの場合、以下のよ うになり ます。

/opt/sedatools/bin/sflm -start

DOS ウ ィンドウの場合、 コマンドは、 ほぼ同様ですが、 若干異なり ます。

<install_dir>\exe\sflm -start

たとえば、<install_dir>ディレク ト リが C:\sedatoolsの場合、以下のよ うになり ます。

C:\sedatools\exe\sflm -start

本付録では、記述の重複を避けるため、省略形式でコマンドを記述します。 PATH環境変数を

設定している場合、 適切なディレク ト リ内では、 省略形式を使用できます。

注記 : DOS の場合、SFLM サーバは実行より前にサービスとしてインストールされている必要があるため、一

部のコマンドの動作は UNIX の場合と若干異なります。

以上のコマンドは、 管理者権限 （つま り root） で実行する必要があり ます。

以下のレポート ・ オプシ ョ ンは、 ユーザ権限で実行可能です。 通常、 レポートの表示は Web
インタフェースを使用します。 次のコマンドを使用して、 flexLM コマンド ライン ・ ステータ

ス ・ レポート を表示するこ と もできます。

sflm -report [-server <server-name>] <report-name>

たとえば、 次のコマンドを入力すると、

sflm -report lmstat-a

flexLM サーバにおける "lmstat -a"に類似したレポートが出力されます。

複数のサーバが存在する場合、 またはデフォルト ・ サーバを設定していない場合は、 サーバ
名を追加オプシ ョ ンで指定できます。 たとえば、 次のよ うに入力します。

sflm -report -server sflm-server lmstat-a

表 B-1   SFLM コマンドライン ・オプション

コマンド ・オプション UNIX DOS

-install SFLM をサービスと してインス トール

し、 起動します。

SFLM をサービス と してインス トール

しますが、 起動はしません。

-start SFLM サービスを実行中の場合は停止

し、 SFLM を起動します。 インス トー

ルは行いません。

SFLM サービスを実行中の場合は停止

し、 起動します。 必要に応じて SFLM
サービスをインス トールします。

-stop SFLM サービスを停止します。

-deinstall SFLMサービスを停止し、サービスから削除します（ファイルは削除されません）。

-set-password 管理パスワードを設定します。 このオプシ ョ ンを実行する際は、 SFLM サービス

を停止する必要があり ます。
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これらのレポートは、 Web ブラウザで表示するこ と もできます。 その場合、 URL は次のよ う

になり ます。

http://<server-name>:3162/Site/<report-name>

たとえば、 次のよ うに入力します。

http://sflmhost:3162/Site/lmstat-a

また、 Web ブラウザがサーバ ・ マシン上で実行されている場合は、 次のよ うに入力します。

http://127.0.0.1:3162/Site/lmstat-a

表 B-2   現在サポートされているレポート名

レポート名 説明

lmstat "lmstat" コマンド と同様です。

lmstat-a "lmstat -a" コマンド と同様です。

lmstat-tokens "lmstat-a" と同様ですが、 トークンから取得したライセンスは表示されま

せん。 実ライセンスと トークンのみが表示されます。

lmstat-ax "lmstat-a" と同様ですが、1 つのアプリケーシ ョ ンによって何ライセンス使

用されているかを、 ライセンスの種類ごとに "<n> x"で示します。通常、1 種

類のライセンスであっても、 アプリ ケーシ ョ ンによって複数使用されている
場合、 使用回数分繰り返し表示されます。 たとえばトークン ・ ラ イセンスで
は、1 つのアプリケーシ ョ ンが多くのトークンを使用するこ とがあるため、出

力を非常に短縮できます。

lmstat-tokens-x "lmstat-ax" と同様ですが、 トークンから取得したライセンスは表示されま

せん。 （"lmstat-tokens" と類似）

lmstat-tokens-ax "lmstat-ax" と同様ですが、トークンから取得したライセンスは、通常の "1

x"の代わりに "0 x" を付けて表示されます。
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例

prompt>  sflm -report lmstat-a

License server status: licutils:3162

    License file(s) on oakland:3162:

        /var/opt/sflm/licenses/Silvaco_906.4.lic

      oakland:3162: license server UP (MASTER) v8.0.6.B

      : license server UP (MASTER) v8.0.6.B

Vendor daemon status (on licutils:3162):

    none: UP v8.0.6.B

Feature usage info:

Users of Silvaco(0,1,1):  (Total of 1 licenses issued;  Total of 1 licenses in use)

  “CPL” v8.0.6.B, vendor: none

  floating license

    root oakland  (v_sflm_server_8.0.6.B) (oakland/3162 29978), start Fri 04/25
15:46

Users of Silvaco(5,0,1):  (Total of 5 licenses issued;  Total of 0 licenses in use)

Users of Silvaco(5,1,1):  (Total of 5 licenses issued;  Total of 2 licenses in use)

  “TCAD Omni Util (Generic Util Lic)” v8.0.6.B, vendor: none

  floating license

    davel mrtall /dev/pts/47 (v_devedit_2.8.7.R) (licutils/3162 9548), start Fri
04/25 15:49

    davel mrtall /dev/pts/47 (v_devedit_2.8.7.R) (licutils/3162 9419), start Fri
04/25 15:49

Users of Silvaco(5,1,2):  (Total of 5 licenses issued;  Total of 0 licenses in use)
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C.1  SFLM 時間チャージ
こ こでは、 SMAN に組み込まれている SFLM 時間チャージのクロッ クについて説明します。

このクロ ッ ク機能によ り、 Silvaco 製品が実行できる時間をどれだけ持っているかを確認でき

ます。

図 C-1  SFLM 時間チャージの表示

クロ ッ クは、 サーバ上の有効な残り時間、 未確定チャージ、 推定残り時間などの項目を表示
します。

デフォルトでは、クロ ッ クは 15 秒おきに SFLM サーバをポーリ ングし、数値が変更されたか

ど うかをチェ ッ ク します。 これは、 ク ロ ッ ク用の環境設定で変更できます。 環境設定には、
コンテクス ト ・ メニューからアクセス可能です。

また、 環境設定では、 各数値に対して異なるしきい値を設定でき、 しきい値のヒ ッ ト を表す
数値のカラーを変更できます。

クロッ クにアクセスするには、 SMAN のメニュー ・ オプシ ョ ン ([ ツール ] → [SFLM 時間

チャージ ]) を使用するか、コマンド ラインのスイ ッチ -clock ( 例 : /opt/seda/bin/sman -
clock) を付けて SMAN を実行します。
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ライセンスの使用状況を ト ラ ッ ク し、統計リ ス ト を生成するためには、[ 管理機能 ] → [ ログ出

力のカスタマイズ ] で、ライセンスの使用状況のロギングをオンにします （53 ページの 「 [ ラ

イセンスの使用状況 ]」 参照）。 ライセンスの使用状況のロギングがオンになっている と きは、

指定されたディレク ト リにディレク ト リ構造が生成されます。 そのディ レク ト リに、 各日付
のサブディレク ト リ とファイルが生成され、使用状況が記録されます。たとえば 2007 年 7 月

1 日について、 [ ロギング ・ モード ] と して [AllLogging] が設定されている場合、 次のファイ

ルが生成されます。 

• 2007/07/01/Summary.txt: 2007 年 7 月 1 日の製品ごとのライセンスの使用状況のサマリ。

その日に使用された製品が、1 行に 1 製品ずつ記録されます。 [ ロギング・モード ] と して

[UserSummary] が設定されている場合には、 ユーザごとの製品の使用状況の行が追加さ

れます。 その場合も、 全ユーザの使用状況のサマリ と して製品ごとの行 （ユーザ名を含
まない） が出力されます。 

• 2007/07/01/Log.txt: 2007 年 7 月 1 日のライセンスのチェッ クアウ トおよびチェッ クインの

ログ。 

注記 : その日の終わりにチェクアウトされたすべてのライセンスは、 翌日チェックインされ、 その直後にチェック
アウトされるとみなされます。 

• 2007/07/01/LogCache.txt: 2007 年 7 月 1 日に実行中のジ ョブに対して使用されるテンポラ

リ ・ ファイル。 

• 2007/07/Summary.txt: 2007 年 7 月のライセンス使用状況のサマリ。その年に使用された製

品が、 1 行に 1 製品ずつ記録されます。 [ ロギング ・モード ] と して [UserSummary] が設

定されている場合には、 ユーザごとの製品の使用状況の行が追加されます。 その場合も、
全ユーザの使用状況のサマリ と して製品ごとの行 （ユーザ名を含まない） が出力されま
す。 

• 2007/Summary.txt: 2007 年のライセンス使用状況のサマリ。 その年に使用された製品が、

1 行に 1 製品ずつ記録されます。 [ ロギング ・モード ] と して [UserSummary] が設定され

ている場合には、ユーザごとの製品の使用状況の行が追加されます。その場合も、全ユー
ザの使用状況のサマリ と して製品ごとの行 （ユーザ名を含まない） が出力されます。 

• WeeklySummaries/SummaryW104695.txt/Summary.txt: 2007 年 7 月 1 ～ 7 日のライセンス

使用状況のサマリ。 その週に使用された製品が、 1 行に 1 製品ずつ記録されます。すべて

の週は日曜日に始ま り土曜日に終わるものと し （UTC）、 西暦紀元を起点 0 と して計算さ

れます。 [ ロギング ・ モード ] と して [UserSummary] が設定されている場合には、 ユー

ザごとの製品の使用状況の行が追加されます。 その場合も、 全ユーザの使用状況のサマ
リ と して製品ごとの行 （ユーザ名を含まない） が出力されます。 

すべてのロギングは、 一般に 「GMT」 と も呼ばれる UTC （Universal Coordinated Time） 形式

で行われます。 そのため、 異なるタイムゾーンでのライセンス使用状況を、 整合性を保ちな
がらログに記録できます。 そのため、 ログの日時が自分のタイムゾーンの日時と異なって見
えるこ とがあり ます。 

都市 7 月 1 日の始まり 7 月 1 日の終わり

サンフランシスコ June 30, 5pm PDT July 1, 5pm PDT

ニューヨーク June 30, 8pm EDT July 1, 8pm EDT
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Summary.txt

サマリ ・ ファイルには、 その製品についてロギングがオンになっていた期間全体についての
製品情報 （場合によ りユーザ情報） が含まれます。 また、 ライセンスの使用状況を把握しや
すくするため、1 日の中の時間のサマリ、および 1 週間の中の曜日のサマリ も含まれます。サ

マリ ・ ファ イルの各列の説明は、 次の表に記載されています。 

注記 : 1 日のみのログ ・エントリに、 1 週間の中の曜日のサマリは含まれません。

GMT July 1, 12am GMT July 2, 12am GMT

ロンドン July 1, 1am BST July 2, 1am BST

東京 July 1, 9am JST July 2, 9am JST

サマリ列のタイ トル 説明

UserName ユーザのログイン名。 この列が空または (null) の場合は、

すべてのユーザのサマリ を表します。 

ProductId 製品またはプログラム機能を識別する固有の ID。 

ProductName 上記の ProductId に与えられた名前。 

NrHours そのサマリ ・ モードでのロギングがオンになっていた時間
数。 

AverageDesired その製品 （およびユーザ） について要求されたライセンス
数の平均値。これは加重平均で、1 日の中で最も数の多かっ

た 8 時間、 および週の中で最も数の多かった 5 日間の平均

を計算しよ う とするものです。 この計算方法では数値をわ
ずかに低く見積もるため、 週の終わりに計算を実行するの
ではなく、 継続的に計算するこ とができます。 

AverageUsed その製品 （およびユーザ） について供与されたライセンス
数の平均値。これは加重平均で、1 日の中で最も数の多かっ

た 8 時間、 および週の中で最も数の多かった 5 日間の平均

を計算しよ う とするものです。 この計算方法では数値をわ
ずかに低く見積もるため、 週の終わりに計算を実行するの
ではなく、 継続的に計算するこ とができます。 

MaxDesired ログ期間中に要求されたライセンス数の最大値。 

MaxUsed ログ期間中に供与されたライセンス数の最大値。 

TotalDesired 要求されたライセンス数に、 ライセンスが要求された時間
数を掛けた値。 したがって、 単位はライセンス時間です。 

TotalUsed 供与されたライセンス数に、 ライセンスが供与された時間
数を掛けた値。 したがって、 単位はライセンス時間です。 

Hours00 12am ～ 1am GMT 間に、 そのサマリ ・ モードでのロギング

がオンになっていた時間数。 
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AverageDesired00 12am ～ 1am GMT 間にその製品 （およびユーザ） について

要求されたライセンス数の平均値。1 週間でもっと も使用量

の多い 5日間の平均数を算出しよ う とする加重平均値です。

この計算方法では数値をわずかに低く見積もるため、 週の
終わりに計算を実行するのではなく、 継続的に計算するこ
とができます。 

AverageUsed00 12am ～ 1am GMT 間にその製品 （およびユーザ） について

供与されたライセンス数の平均値。1 週間でもっと も使用量

の多い 5日間の平均数を算出しよ う とする加重平均値です。

この計算方法では数値をわずかに低く見積もるため、 週の
終わりに計算を実行するのではなく、 継続的に計算するこ
とができます。 

MaxDesired00 12am ～ 1am GMT 間のログ期間中に要求されたライセンス

数の最大値。 

MaxUsed00 12am ～ 1am GMT 間のログ期間中に供与されたライセンス

数の最大値。 

TotalDesired00 12am ～ 1am　GMT 間に要求されたライセンス数に、 ライ

センスが要求された時間数を掛けた値。 したがって、 単位
はライセンス時間です。 

TotalUsed00 12am ～ 1am GMT 間に供与されたライセンス数に、 ライセ

ンスが供与された時間数を掛けた値。 したがって、 単位は
ライセンス時間です。 

Hours01 
- Hours23

01 が 1am ～ 2am GMT、 23 が 11pm ～ 12am GMT を表すこ

と以外は、 Hours00 と同じです。 

AverageDesired01 
- AverageDesired23

01 が 1am ～ 2am GMT、 23 が 11pm ～ 12am GMT を表すこ

と以外は、 AverageDesired00 と同じです。 

AverageUsed01 
- AverageUsed23

01 が 1am ～ 2am GMT、 23 が 11pm ～ 12am GMT を表すこ

と以外は、 AverageUsed00 と同じです。 

MaxDesired01 
- MaxDesired23

01 が 1am ～ 2am GMT、 23 が 11pm ～ 12am GMT を表すこ

と以外は、 MaxDesired00 と同じです。 

MaxUsed01 
- MaxUsed23

01 が 1am ～ 2am GMT、 23 が 11pm ～ 12am GMT を表すこ

と以外は、 MaxUsed00 と同じです。 

TotalDesired01 
- TotalDesired23

01 が 1am ～ 2am GMT、 23 が 11pm ～ 12am GMT を表すこ

と以外は、 TotalDesired00 と同じです。 

TotalUsed01 
- TotalUsed23

01 が 1am ～ 2am GMT、 23 が 11pm ～ 12am GMT を表すこ

と以外は、 TotalUsed00 と同じです。 

HoursSunday 日曜日に、 そのサマリ ・ モードでのロギングがオンになっ
ていた時間数。 
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AverageDesiredSunday 日曜日にその製品 （およびユーザ） について要求されたラ
イセンス数の平均値。これは加重平均で、1 日の中で最も数

の多かった 8 時間の平均を計算しよ う とするものです。 こ

の計算方法では数値をわずかに低く見積もるため、 週の終
わりに計算を実行するのではなく、 継続的に計算するこ と
ができます。 

AverageUsedSunday 日曜日にその製品 （およびユーザ） について供与されたラ
イセンス数の平均値。これは加重平均で、1 日の中で最も数

の多かった 8 時間の平均を計算しよ う とするものです。 こ

の計算方法では数値をわずかに低く見積もるため、 週の終
わりに計算を実行するのではなく、 継続的に計算するこ と
ができます。 

MaxDesiredSunday 日曜日のログ期間中に要求されたライセンス数の最大値。 

MaxUsedSunday 日曜日のログ期間中に供与されたライセンス数の最大値。 

TotalDesiredSunday 日曜日に要求されたライセンス数に、 ライセンスが要求さ
れた時間数を掛けた値。 したがって、 単位はライセンス時
間です。 

TotalUsedSunday 日曜日に供与されたライセンス数に、 ライセンスが供与さ
れた時間数を掛けた値。 したがって、 単位はライセンス時
間です。 

HoursMonday 
- HoursSaturday

月曜～土曜を表すこ と以外は、 HoursSunday と同じです。 

AverageDesiredMonday 
- AverageDesiredSaturday

月曜～土曜を表すこ と以外は、 AverageDesiredSunday と同

じです。 

AverageUsedMonday 
- AverageUsedSaturday

月曜～土曜を表すこ と以外は、 AverageUsedSunday と同じ

です。 

MaxDesiredMonday 
- MaxDesiredSaturday

月曜～土曜を表すこ と以外は、MaxDesiredSunday と同じで

す。 

MaxUsedMonday 
- MaxUsedSaturday

月曜～土曜を表すこ と以外は、MaxUsedSundayと同じです。 

TotalDesiredMonday 
- TotalDesiredSaturday

月曜～土曜を表すこ と以外は、 TotalDesiredSunday と同じ

です。 

TotalUsedMonday 
- TotalUsedSaturday

月曜～土曜を表すこ と以外は、 TotalUsedSunday と同じで

す。 
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Log.txt

各ログ・ファイルには、1 日の中でロギングがオンになっていた間のチェッ クアウ ト とチェッ

クインのログがすべて含まれます。 ログ ・ ファイルの各列の説明は、 次の表に記載されてい
ます。

ログの列のタイ トル 説明

UserName ライセンス ・ チェッ クアウ トのプロセスを実行したユーザのログ
イン名。 

HostName プロセスが実行されたホス ト ( マシン ) の名前。 

ProcessId プロセス ID 番号 (PID)。 

ProductId そのチェッ クアウ トに該当する製品の ID。 

ProductName そのチェッ クアウ トに該当する製品の名前。 

StartTime(InSeconds) 供与されたライセンスがチェッ クアウ ト された時刻を、 西暦紀元
を起点 0 とする秒数で表した値。 こ こでは絶対時間が使用される

ので、 ライセンス ・ ログと併せて参照するこ とで、 日付を把握で
きます。 

EndTime(inSeconds) 供与されたライセンスがチェッ ク インされた時刻を、 西暦紀元を
起点 0 とする秒数で表した値。 EndTime から StartTime を減算す

ると、ライセンスがチェッ クアウ ト されていた期間がわかり ます。 

NumberDesired その製品について、 プロセスがチェッ クアウ ト を要求したライセ
ンス数。 

NumberGranted その製品について、プロセスがチェッ クアウ ト したライセンス数。 

Date 日付を 「年月日」 形式で表した値 （YYYY/MM/DD）。 この情報は、

ファ イルの中のどの行についても同じですが、 ファ イルの結合時
に役立つこ とがあり ます。

注記 : Date は GMT 表示です。 

StartTime その日ライセンスがチェッ クアウ ト された時刻を 「時分秒」 形式
で表した値 （HH:MM:SS）。 ライセンスのチェッ クアウ ト期間が日

をまたぐ場合には、 1 日の終わりの EndTime が指定され、 次の日

のための新し いエン ト リ が追加さ れ、 次の日の始ま り 表す
StartTime が記録されます。 

注記 : Date は GMT 表示です。 

EndTime その日ライセンスがチェッ ク インされた時刻を 「時分秒」 形式で
表した値 （HH:MM:SS）。 詳細については、 StartTime を参照して

ください。

注記 : Date は GMT 表示です。
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